
天理周辺地域都市計画道路の見直し結果天理周辺地域都市計画道路の見直し結果

　

体
内
で
合
成
し
た
り
蓄
え
た
り
で
き
な
い

亜
鉛
（
元
素
記
号
Z
n
）
は
、
主
に
食
べ
物

か
ら
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
▼
亜
鉛
が
な
け

れ
ば
体
調
を
整
え
る
た
め
の
３
０
０
種
類
以

上
の
酵
素
も
活
動
で
き
な
い
、
例
え
ば
イ
ン

ス
リ
ン
の
合
成
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
、
免

疫
の
発
動
、
赤
血
球
を
造
る
時
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
▼
亜
鉛
の
１
日
の
必

要
量
は
成
人
男
性
で
約
11
㍉
㌘
、
女
性
は
約

８
㍉
㌘
と
ほ
ん
の
僅
か
だ
が
、
近
年
亜
鉛
不

足
の
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
亜
鉛
が
不

足
す
る
と
皮
膚
炎
や
口
内
炎
の
ほ
か
脱
毛
、

味
覚
異
常
、
貧
血
な
ど
全
身
に
症
状
が
現
れ

る
▼
亜
鉛
が
特
に
多
い
食
べ
物
は
牡
蠣
・
豚
レ

バ
ー
・
牛
肉
・
卵
・
チ
ー
ズ
・
納
豆
・
え
ん

ど
う
豆
・
切
干
大
根
な
ど
。
普
段
の
食
事
で

自
然
に
蓄
え
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
加
工
食
品

や
レ
ト
ル
ト
食
品
を
よ
く
利
用
す
る
人
は
亜

鉛
不
足
に
な
り
や
す
い
よ
う
だ
、
そ
ん
な
時

は
豆
類
な
ど
一
品
付
け
加
え
れ
ば
良
い
そ
う
だ

▼
超
微
量
だ
が
身
体
に
必
要
不
可
欠
な
亜
鉛
、

意
識
し
て
摂
取
し
健
康
な
日
々
を
。     （
昴
）

　

奈
良
県
土
利
用
政
策
室
は
、
天
理
周
辺
地
域
に
お
け
る
未
着
手
の
都
市
計
画
道

路
の
見
直
し
（
案
）
に
つ
い
て
３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
。

令
和
４
年
度
に
都
市
計
画
変
更
の
資
料
を
作
成
し
、
早
け
れ
ば
５
年
度
に
都
市
計

画
審
議
会
へ
上
程
さ
れ
る
見
込
み
。

天
理
周
辺
都
計
道
路
の
見
直
し（
案
）

天
理
周
辺
都
計
道
路
の
見
直
し（
案
）

３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

県土利用政策室
　

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進
局
県

土
利
用
政
策
室
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
天
理
市
と
田

原
本
町
と
連
携
し
て
進
め

て
き
た
天
理
周
辺
地
域
に

お
け
る
未
着
手
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
市
町
の
意
見
を
踏
ま

え
見
直
し
（
案
）
を
作
成

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

３
月
２
日
ま
で
郵
便
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
意
見
を
受

け
付
け
る
と
と
も
に
、
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
提
出
で
き
る
。
見
直
し

（
案
）
は
県
土
利
用
政
策

室
（
県
庁
本
庁
舎
２
Ｆ
）・

県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
県

庁
舎
東
棟
１
Ｆ
）・
県
民

お
役
立
ち
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
奈
良
県
産
業
会
館
、
吉

野
町
中
央
公
民
館
〈
吉
野

福
祉
事
務
所
〉、
橿
原
総

合
庁
舎
〈
中
南
和
県
税
事

務
所
〉、
県
立
図
書
情
報

館
）
と
各
市
町
で
閲
覧
に

供
し
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
計
画
調
整
係
（
電
話

　

近
畿
地
方
整
備
局
紀
の

川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

は
、「
紀
の
川
ダ
ム
統
管
予

測
雨
量
配
信
業
務
」
に
簡

紀
の
川
ダ
ム
統
管

２月１４日まで参加受付２月１４日まで参加受付
紀の川ダム統管予測雨量配信紀の川ダム統管予測雨量配信

　
　

お
こ
と
わ
り

11
日
が
祝
日
の
た
め
、

本
紙
は
製
作
の
都
合
上
、

12
日
付
を
休
刊
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

建
設
新
報
社

布
留
二
階
堂
線
と
天
理
王
寺
線
対
象
に

布
留
二
階
堂
線
と
天
理
王
寺
線
対
象
に

廃
止
は
１
区
間
、
４
区
間
で
事
業
存
続

廃
止
は
１
区
間
、
４
区
間
で
事
業
存
続

０
７
４
２
―
２
７
―
７
５

２
０
）。

　

対
象
と
な
っ
た
布
留
二

階
堂
線
（
２
区
間
）
と
天

理
王
寺
線
（
３
区
間
）
を

見
直
し
た
結
果
、
天
理
王

寺
線
の
起
点
〜
勾
田
町
交

差
点
間
の
１
区
間
の
み
が

事
業
廃
止
と
な
り
、
残
る

４
区
間
は
す
べ
て
事
業
存

続
と
な
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
に
回

答
す
る
と
と
も
に
、
意
見

を
反
映
し
た
都
市
計
画
変

更
の
資
料
を
４
年
度
に
作

成
、
順
調
に
進
展
す
れ
ば

５
年
７
月
に
も
都
市
計
画

審
議
会
へ
上
程
さ
れ
る
見

込
み
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、
都

市
に
お
け
る
円
滑
な
移
動

の
確
保
と
良
好
な
都
市
環

境
及
び
市
街
地
の
形
成
な

ど
の
機
能
を
有
し
、
都
市

の
骨
格
を
形
成
す
る
道
路

と
し
て
都
市
計
画
法
に
基

づ
い
て
都
市
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
も
の
。

　

奈
良
県
内
の
都
市
計
画

道
路
は
、
こ
れ
ま
で
高
度

成
長
期
の
急
激
な
都
市
の

拡
大
に
よ
る
爆
発
的
な
人

口
増
加
や
自
動
車
交
通
量

の
増
加
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
に
、
自
動
車
交
通

等
の
円
滑
な
処
理
を
主
な

目
的
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
べ
く
都

市
計
画
決
定
を
行
っ
て
き

た
。
奈
良
県
の
都
市
計
画

道
路
は
３
９
２
路
線
で
延

長
約
８
５
２
㌔
㍍
、
整
備

率
が
約
53
％
と
全
国
平
均

約
66
％
よ
り
低
い
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
（
２
年

３
月
末
現
在
）。

し
か
し
厳
し
い
財
政
的
制

約
等
に
よ
り
、
都
市
計
画

決
定
後
に
未
整
備
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画

道
路
が
多
数
存
在
す
る
状

況
に
あ
り
、
都
市
計
画
道

路
区
域
内
の
一
定
の
建
築

物
の
建
築
を
長
期
に
亘
り

制
限
し
て
い
る
状
況
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
内
に
お
い
て
は
、
自

動
車
交
通
等
の
円
滑
な
処

理
を
主
な
目
的
と
し
た
道

路
整
備
が
引
き
続
き
必
要

な
状
況
だ
が
、
一
方
で
は

既
に
人
口
の
減
少
の
始
ま

り
、超
高
齢
社
会
の
到
来
、

将
来
の
自
動
車
交
通
量
の

減
少
が
予
測
さ
れ
る
な
ど

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
自
動
車
交
通

等
の
円
滑
な
処
理
の
観
点

の
み
な
ら
ず
、
良
好
な
都

市
環
境
を
確
保
す
る
機
能

等
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
の
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の

変
化
も
踏
ま
え
、
自
動
車

交
通
等
の
円
滑
な
処
理
の

観
点
に
加
え
て
、
個
別
市

町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
も
丁
寧
な
議
論
を

行
い
な
が
ら
都
市
計
画
道

路
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

だ
も
の
。
見
直
し
（
案
）

の
詳
細
は
②
面
掲
載
。

易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
適
用
し
て
２
月
１
日
に

公
示
し
た
。
参
加
表
明
書

を
２
月
14
日
正
午
ま
で
、

技
術
提
案
書
を
３
月
14
日

正
午
ま
で
受
け
付
け
る
。

説
明
書
等
は
２
月
14
日
正

午
ま
で
交
付
す
る
。

　

業
務
は
、
猿
谷
ダ
ム
流

域
及
び
大
滝
ダ
ム
流
域
に

関
す
る
降
雨
状
況
を
予
測

し
、
ダ
ム
管
理
に
万
全
を

期
す
る
た
め
情
報
提
供
を

行
う
も
の
。
ま
た
、
提
供

に
必
要
な
気
象
情
報
表
示

用
端
末
機
器
を
準
備
し
、

良
好
に
保
つ
た
め
の
保
守
点

検
を
行
う
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企
業
、

同
一
の
組
合
ま
た
は
同
一
の

設
計
共
同
体
の
い
ず
れ
か

で
、近
畿
地
方
整
備
局
（
港

湾
空
港
関
係
を
除
く
）
に

お
け
る
令
和
３
・
４
年
度

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
に
係
る
一
般
競

争
（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
―
な
ど
。
申
込
先
及
び

交
付
場
所
は
奈
良
国
道
事

務
所
内
の
近
畿
地
方
整
備

局
総
務
部
総
務
事
務
セ
ン

タ
ー
奈
良
・
三
重
分
室
（
電

話
０
７
４
２
―
８
８
―
７

８
３
０
）。

　

業
務
場
所
は
五
條
市
。

主
な
業
務
内
容
は
▽
気
象

資
料
の
提
供
＝
①
降
雨
予

測
の
実
施
（
定
時
情
報
、

臨
時
情
報
、
広
域
監
視
）

②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
の

提
供
③
Ｍ
Ｓ
Ｍ
情
報
④
オ

ン
ラ
イ
ン
情
報
⑤
洪
水
予

測
端
末
へ
の
降
雨
予
測
デ
ー

タ
配
信
⑥
予
測
の
検
証
▽

気
象
情
報
表
示
用
端
末
機

器
の
設
置
。
委
託
期
間
５

年
３
月
31
日
。
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天然記念物「奈良のシカ」の天然記念物「奈良のシカ」の
保護・管理地区の地区区分保護・管理地区の地区区分

地区区分及びその位置付け地区区分及びその位置付け

保護管理区分 地区区分 地区区分の位置づけ

保
護
地
区

重点
保護地区 Ａ地区

春日大社境内等、古来、春日大社の神鹿として保護されてきた歴史的経緯を踏
まえた、天然記念物指定の趣旨に合致する保護すべき「奈良のシカ」（以下、
「奈良のシカ」）の、保護の中心地域。

保護地区 Ｂ地区 春日山原始林および重点保護地区周辺の市街地等、保護すべき「奈良のシカ」
の主な行動圏となる保護地域。

緩衝地区 Ｃ地区
保護すべき「奈良のシカ」の分布周辺地域。「保護地区：Ｂ地区」と「管理地
区：Ｄ地区」との緩衝地域として、保護を中心としながら、農林業被害状況に
応じて柔軟な対応を行う。

管理地区 Ｄ地区
保護すべき「奈良のシカ」と人との共生を目指す地域。第二種特定鳥獣管理計
画により管理を行い、農林業被害防止を図るとともに、「奈良のシカ」の保護
の強化に寄与する。 「

奈
良
の
シ
カ
」
保
護
計
画（
案
）

「
奈
良
の
シ
カ
」
保
護
計
画（
案
）

県奈良公園室
　

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
地
域
デ
ザ
イ
ン
推

進
局
奈
良
公
園
室
は
、『
天

然
記
念
物「
奈
良
の
シ
カ
」

保
護
計
画
（
案
）』
を
ま

と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

意
見
を
３
月
２
日
ま
で
電

子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵

送
に
よ
り
受
け
付
け
る
。

　

案
は
県
政
情
報
セ
ン
タ

ー
（
県
庁
東
棟
１
階
）・

県
民
お
役
立
ち
情
報
コ
ー

ナ
ー（
県
立
図
書
情
報
館
、

奈
良
県
産
業
会
館
、
吉
野

町
中
央
公
民
館
、
橿
原
総

合
庁
舎
）・
奈
良
公
園
室

（
県
庁
分
庁
舎
６
階
）
で

閲
覧
に
供
し
て
い
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
る
。
問
合
せ

先
は
奈
良
公
園
管
理
係

（
電
話
０
７
４
２
―
２
７

―
８
０
２
８
）。

　

奈
良
公
園
を
中
心
と
す

る
奈
良
市
（
平
成
17
年
４

３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

（
①
面
関
連
）

　
【
布
留
二
階
堂
線
】
起

点
・
天
理
市
布
留
町
〜
終

点
・
天
理
市
嘉
幡
町
の
延

長
約
４
７
４
０
㍍
標
準
幅

員
12
㍍
（
２
車
線
）、
関

係
機
関
は
天
理
市
・
奈
良

国
道
事
務
所
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
１

＝
起
点
〜
天
理
教
本
部
東

側
の
交
差
点
。
天
理
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
「
ま
ち
な
か
シ

ン
ボ
ル
軸
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
が
、
現
道
の

天
理
市
道
は
２
車
線
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

自
動
車
の
交
通
機
能
の
観

点
か
ら
必
要
な
機
能
を
有

し
て
い
る
。
ま
た
、「
ま

ち
な
か
シ
ン
ボ
ル
軸
」
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
区

間
に
つ
い
て
は
現
道
の
南

側
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て

い
な
い
た
め
歩
行
者
等
の

交
通
機
能
の
観
点
か
ら
必

要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

の
他
に
緊
急
輸
送
道
路
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
現

道
の
天
理
市
道
は
２
車
線

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
必
要
な
機
能
を
有
し

て
い
る
が
、
天
理
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
「
シ
ン
ボ
ル
的
な

街
路
景
観
の
形
成
区
間
」

近畿技術
事 務 所
河
川
維
持
管
理
技
術
向
上
な
ど
２
件

河
川
維
持
管
理
技
術
向
上
な
ど
２
件

２
月
２
月
1414
日
ま
で
参
加
受
付

日
ま
で
参
加
受
付

　

近
畿
地
方
整
備
局
近
畿

技
術
事
務
所
は
、「
河
川

維
持
管
理
技
術
向
上
に
関

す
る
業
務
」「
堤
防
植
生
等

維
持
管
理
効
率
化
対
策
効

果
検
証
業
務
」
の
２
件
に

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
適
用
し
て
２
月
１
日

に
公
示
し
た
。
参
加
表
明

書
を
２
月
14
日
正
午
ま

で
、
技
術
提
案
書
を
３
月

14
日
正
午
ま
で
受
け
付
け

る
。
説
明
書
等
は
２
月
14

月
の
合
併
前
の
区
域
）
一

円
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
は
「
奈
良
の

シ
カ
」
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
、
多
く
の
課
題

が
表
面
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
平

成
24
年
２
月
に
策
定
し
た

「
奈
良
公
園
基
本
戦
略
」

に
基
づ
き
、「
１
０
０
年

後
も
奈
良
の
鹿
が
今
と
変

わ
ら
ず
奈
良
公
園
に
元
気

で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
」

を
目
標
と
し
て
、
有
識
者

に
よ
る
「
奈
良
の
シ
カ
保

護
管
理
計
画
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
た
。

　

奈
良
の
シ
カ
保
護
管
理

計
画
検
討
委
員
会
で
は
、

「
奈
良
の
シ
カ
」
保
護
の

中
心
と
な
る
保
護
地
区
に

お
い
て
、「
奈
良
の
シ
カ
」

の
歴
史
的
背
景
や
人
と
の

ふ
れ
あ
い
等
の
現
状
に
配

慮
し
、「
保
護
」
に
重
き

を
お
い
た
施
策
を
進
め
る

た
め
に『
天
然
記
念
物「
奈

良
の
シ
カ
」
保
護
計
画
』

を
策
定
す
る
こ
と
と
し

た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
県

民
の
意
見
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
も
の
。

　

地
区
区
分
及
び
保
護
管

理
の
指
導
基
準
に
つ
い
て

現
状
の
実
態
に
即
し
て

「
重
点
保
護
地
区
」（
Ａ
地

区
）、「
保
護
地
区
」（
Ｂ
地

区
）、「
緩
衝
地
区
」（
Ｃ
地

区
）
と
「
管
理
地
区
」（
Ｄ

地
区
）に
整
理
し
、「
保
護
」

に
重
き
を
置
い
た
施
策
を

進
め
て
き
た
（
表
・
図
）。

　

ま
ず
「
重
点
保
護
地

区
」（
Ａ
地
区
）
を
主
な
対

象
と
し
て「
奈
良
の
シ
カ
」

を
取
り
巻
く
環
境
を
改
善

す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
ま
と
め
た
暫
定
計
画
を

策
定
し
保
護
政
策
を
進

め
、
引
き
続
き
保
護
政
策

を
進
め
る
た
め
に
暫
定
計

画
で
対
象
と
し
た
重
点
保

護
地
区
（
Ａ
地
区
）
に
加

え
、
そ
の
周
囲
の
「
保
護

地
区
」（
Ｂ
地
区
）
ま
で
を

対
象
と
し
て
「
奈
良
の
シ

カ
」
保
護
の
あ
り
方
に
つ

い
て
計
画
を
策
定
す
る
。

　

保
護
の
対
象
は
天
然
記

念
物
「
奈
良
の
シ
カ
」（
合

併
前
の
奈
良
市
に
生
息
）

の
う
ち
保
護
管
理
の
た
め

の
地
区
区
分
の
Ａ
地
区
と

Ｂ
地
区
に
生
息
す
る
ニ
ホ

ン
ジ
カ
（
Ｃ
ｅ
ｒ
ｖ
ｕ
ｓ

ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
）。
計
画

の
期
間
は
令
和
４
年
４
月

１
日
〜
９
年
３
月
31
日
の

５
年
間
。
取
組
み
は
次
の

通
り
。

　

▽
重
点
保
護
地
区
（
Ａ

地
区
）
＝
①
「
奈
良
の
シ

カ
」
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

の
健
全
化
②
「
奈
良
の
シ

カ
」
と
車
両
と
の
交
通
事

故
防
止
③
重
点
保
護
地
区

に
お
け
る「
奈
良
の
シ
カ
」

の
生
息
環
境
の
改
善
④

「
奈
良
の
シ
カ
」
に
よ
る

農
業
被
害
・
生
活
被
害

の
軽
減
。

　

▽
保
護
地
区（
Ｂ
地
区
）

＝
特
別
天
然
記
念
物
「
春

日
山
原
始
林
」
と
天
然
記

念
物
「
奈
良
の
シ
カ
」
の

共
存
。

日
正
午
ま
で
交
付
す
る
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
の
い

ず
れ
か
で
、
近
畿
地
方
整

備
局
（
港
湾
空
港
関
係
を

除
く
）に
お
け
る
令
和
３
・

４
年
度
土
木
関
係
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係

る
一
般
競
争（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
―
な
ど
。
申

込
先
及
び
交
付
場
所
は
近

畿
地
方
整
備
局
総
務
事
務

セ
ン
タ
ー
大
阪
分
室
（
電

話
０
７
２
―
８
４
３
―
２

８
６
１
）。
委
託
期
間
５

年
２
月
28
日
。

　
【
河
川
維
持
管
理
技
術

向
上
に
関
す
る
業
務
】

　

業
務
は
、
河
川
維
持
管

理
技
術
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
堤
防
点

検
技
術
向
上
支
援
と
河
川

維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運

用
支
援
及
び
河
川
維
持
管

理
技
術
支
援
を
行
う
も
の
。

　

主
な
業
務
内
容
は
①
研

修
等
の
準
備
・
後
片
付
け

等
１
式
②
計
画
準
備
１
式

③
堤
防
点
検
技
術
向
上
支

援
１
式
④
河
川
維
持
管
理

シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ

ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
Ｄ
Ｂ
）
の
運

用
支
援
１
式
⑤
河
川
維
持

管
理
技
術
支
援
１
式
⑥
報

告
書
作
成
１
式
。

　
【
堤
防
植
生
等
維
持
管

理
効
率
化
対
策
効
果
検
証

業
務
】

　

業
務
は
、
近
畿
地
方
整

備
局
が
管
理
す
る
堤
防
の

機
能
を
効
率
的
に
維
持
す

る
た
め
の
方
策
と
し
て
、

植
生
転
換
技
術
と
在
来
堤

防
の
堤
防
植
生
管
理
技
術

や
芝
養
生
管
理
技
術
及
び

河
道
内
樹
木
の
再
繁
茂
抑

制
技
術
の
効
果
検
証
を
行

い
、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
と

め
る
も
の
。

　

主
な
業
務
内
容
は
①
現

地
調
査
作
業
１
式
②
計
画

準
備
１
式
③
植
生
転
換
技

術
の
効
果
検
証
と
り
ま
と

め
１
式
④
在
来
堤
防
の
堤

防
植
生
管
理
技
術
の
効
果

検
証
と
り
ま
と
め
１
式
⑤

芝
養
生
管
理
技
術
の
効
果

検
証
と
り
ま
と
め
１
式
⑥

張
芝
の
土
壌
改
善
対
策
の

効
果
検
証
と
り
ま
と
め
１

式
⑦
河
道
内
樹
木
の
再
繁

茂
抑
制
技
術
の
効
果
検
証

と
り
ま
と
め
１
式
⑧
河
川

維
持
管
理
技
術
支
援
１
式

⑨
報
告
書
作
成
１
式
。

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合

性
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

代
替
す
る
路
線
も
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
「
存
続
」

が
妥
当
と
し
た
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
２

＝
市
計
画
道
路
天
理
停
車

場
裏
南
線
と
の
交
差
点
〜

嘉
幡
町
交
差
点
。
天
理
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
「
ま
ち
な
か

シ
ン
ボ
ル
軸
」、
奈
良
県

道
路
整
備
基
本
計
画
に
お

い
て
「
骨
格
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
現
道
の

国
道
25
号
は
２
車
線
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

必
要
な
機
能
を
有
し
て
い

る
。
し
か
し
田
井
庄
交
差

点
と
嘉
幡
町
交
差
点
が
地

域
の
主
要
渋
滞
箇
所
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

渋
滞
緩
和
に
寄
与
す
る
対

策
が
実
施
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
部
区
間
が
国
土
交

通
省
の
「
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ

ン
」
に
お
け
る
事
故
危
険

区
間
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
事
故
減
少
に
寄

与
す
る
対
策
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自

動
車
の
交
通
機
能
の
観
点

か
ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
通
学
路
や
あ

ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
他
に

「
ま
ち
な
か
シ
ン
ボ
ル
軸
」

や
「
骨
格
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
区
間
に
つ
い

て
は
現
道
の
国
道
25
号
の

両
側
に
歩
道
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
必
要
な

機
能
を
有
し
て
い
る
が
、

一
部
区
間
が
国
土
交
通
省

の
「
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」

に
お
け
る
事
故
危
険
区
間

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
事
故
減
少
に
寄
与
す

る
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
歩
行
者

等
の
交
通
機
能
の
観
点
か

ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
の
他
に
緊
急
輸
送

道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
現
道
の
国
道
２
５
号

は
２
車
線
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
必
要
な
機

能
を
有
し
て
い
る
が
、
天

理
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
シ
ン

ボ
ル
的
な
街
路
景
観
の
形

成
区
間
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
の
整
合
性
の
観
点
か
ら

必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
必
要
性
が
認

め
ら
れ
、
代
替
す
る
路
線

も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
し
た
。

　
【
天
理
王
寺
線
】
起
点
・

天
理
市
杣
ノ
内
町
〜
終

点
・
天
理
市
西
嘉
幡
町
の

延
長
約
４
６
６
０
㍍
標
準

幅
員
24
㍍
（
４
車
線
〈
２

車
線
〉）、
関
係
機
関
は
天

理
市
・
田
原
本
町
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
１

＝
起
点
〜
勾
田
町
交
差

点
。
天
理
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

「
ま
ち
・
さ
と
連
携
環
状

軸
」
や
「
市
街
地
骨
格
幹

線
道
路
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
現
道
の
国

道
25
号
は
２
車
線
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
自

動
車
の
交
通
機
能
の
観
点

か
ら
必
要
な
機
能
を
有
し

て
い
る
。
ま
た
、「
奈
良

ま
ほ
ろ
ば
サ
イ
ク
∞
リ
ン

グ
」
の
ル
ー
ト
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
等
の
拡

幅
計
画
は
な
く
現
道
が
必

要
な
機
能
を
有
し
て
い

る
。
通
学
路
や
「
ま
ち
・

さ
と
連
携
環
状
軸
」
等
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
区

間
に
つ
い
て
は
、
現
道
の

国
道
25
号
の
両
側
に
歩
道

が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め

歩
行
者
等
の
交
通
機
能
の

観
点
で
必
要
な
機
能
を
有

し
て
い
る
。
自
治
体
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合

性
の
観
点
か
ら
は
当
該
区

間
は
緊
急
輸
送
道
路
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

現
道
の
国
道
25
号
は
２
車

線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
必
要
な
機
能
を
有

し
て
い
る
。
ど
の
観
点
か

ら
も
現
道
が
必
要
な
機
能

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
廃
止
」が
妥
当
と
し
た
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
２

＝
勾
田
町
交
差
点
〜
東
井

戸
堂
。
天
理
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
「
ま
ち
・
さ
と
連
携
環

状
軸
」
や
「
市
街
地
骨
格

幹
線
道
路
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
が
、
現
道
の

天
理
市
道
は
２
車
線
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

自
動
車
の
交
通
機
能
の
観

点
で
必
要
な
機
能
を
有
し

て
い
る
。
ま
た
、「
奈
良

ま
ほ
ろ
ば
サ
イ
ク
∞
リ
ン

グ
」
の
ル
ー
ト
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
等
の
拡

幅
計
画
は
な
く
、
現
道
が

必
要
な
機
能
を
有
し
て
い

る
が
、「
ま
ち
・
さ
と
連

携
環
状
軸
」
等
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
区
間
に
つ

い
て
は
歩
道
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
た

め
歩
行
者
等
の
交
通
機
能

の
観
点
か
ら
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
自
治

体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

の
整
合
性
の
観
点
か
ら
は

ど
の
項
目
か
ら
も
必
要
性

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

歩
行
者
等
の
交
通
機
能
の

観
点
か
ら
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、
代
替
す
る
路
線
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
し
た
。

但
し
、
当
該
区
間
は
４
車

線
の
道
路
と
し
て
都
市
計

画
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
の
交
通
量
を
推
計
し

た
結
果
、
２
車
線
の
道
路

で
対
応
で
き
る
た
め
今
後

必
要
な
道
路
規
格
（
車
線

や
幅
員
）
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
３

＝
嘉
幡
橋
北
詰
交
差
点
〜

終
点
。「
奈
良
ま
ほ
ろ
ば

サ
イ
ク
∞
リ
ン
グ
」
の
ル

ー
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
等
の
拡
幅
計
画
は

な
く
、
現
道
の
天
理
市
道

が
必
要
な
機
能
を
有
し
て

い
る
。
一
方
で
当
該
区
間

に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者

で
あ
る
天
理
市
が
道
路
拡

幅
等
の
安
全
対
策
を
今
後

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
の

交
通
機
能
の
観
点
及
び
歩

行
者
等
の
交
通
機
能
の
観

点
か
ら
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
。
な
お
、
自
治
体
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
整

合
性
の
観
点
か
ら
は
ど
の

項
目
か
ら
も
必
要
性
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
、
代
替
す
る
路
線
も
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
「
存

続
」
が
妥
当
と
し
た
。
但

し
、
当
該
区
間
は
４
車
線

の
道
路
と
し
て
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
将

来
の
交
通
量
を
推
計
し
た

結
果
、
２
車
線
の
道
路
で

対
応
で
き
る
た
め
今
後
道

路
管
理
者
で
あ
る
天
理
市

が
必
要
な
道
路
規
格
（
車

線
や
幅
員
）
に
応
じ
た
都

市
計
画
変
更
を
実
施
す
る
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は
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至奈良至奈良 至
名
古
屋

至
名
古
屋

至
大
阪

至
大
阪

西名阪自動車道西名阪自動車道

郡山ＩＣ郡山ＩＣ

田原本
支　店
田原本
支　店

本社本社

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

至和歌山至和歌山

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

３月６日開催　ホテル日航奈良３月６日開催　ホテル日航奈良

既
存
建
築
物
省
エ
ネ
化
推
進
事
業

既
存
建
築
物
省
エ
ネ
化
推
進
事
業

国
交
省
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

国
交
省
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

全
国
１
０
０
０
人　

３
月
６
日
ま
で

全
国
１
０
０
０
人　

３
月
６
日
ま
で

建
築
・
土
木
系
学
生
は
必
見
！

建
築
・
土
木
系
学
生
は
必
見
！

国

交

省

省エネ改修工事に支援省エネ改修工事に支援
令和３年度第３回募集令和３年度第３回募集

建設業協会合同企業説明会建設業協会合同企業説明会

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和

３
年
度
既
存
建
築
物
省
エ

ネ
化
推
進
事
業
（
建
築
物

の
改
修
工
事
）
の
第
３
回

提
案
を
２
月
17
日
ま
で
募

集
し
て
い
る
。
２
月
下
旬

頃
を
目
処
に
採
択
事
業
を

公
表
す
る
予
定
。
説
明
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
よ

り
中
止
と
す
る
。

　

同
事
業
は
、
既
存
建
築

物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

等
を
促
進
す
る
た
め
、
民

間
事
業
者
等
が
行
う
省
エ

ネ
改
修
工
事
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
費
用
に
対

す
る
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
省
エ
ネ
化
の
推
進
及

び
関
連
投
資
の
活
性
化
を

図
る
も
の
。

　

対
象
事
業
は
、
既
存
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
の
建
築

物
の
改
修
と
し
て
▽
構
造

躯
体
（
外
皮
）、
建
築
設

備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

に
関
す
る
も
の
▽
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
改
修
に
加
え
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
う

場
合
▽
工
場
・
実
験
施
設
・

倉
庫
等
の
生
産
用
設
備
を

有
す
る
建
築
物
の
改
修
、

後
付
の
家
電
等
の
交
換
等

は
対
象
外
。

　

事
業
要
件
と
し
て
▽
躯

体
（
外
皮
）
の
省
エ
ネ
改

修
工
事
▽
建
物
全
体
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
、
改
修
前
と
比
較
し
て

20
％
以
上
の
省
エ
ネ
効
果

が
見
込
ま
れ
る
改
修
工
事

▽
改
修
後
に
一
定
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
に
関
す
る

基
準
を
満
た
す
▽
改
修
後

の
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
を
表
示
す
る
▽
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
工
事
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

に
係
る
事
業
費
の
合
計
が

５
０
０
万
円
以
上
▽
採
択

年
度
中
に
着
手
し
、
原
則

と
し
て
当
該
年
度
に
事
業

を
完
了
▽
改
修
後
に
耐
震

性
を
有
す
る
▽
事
例
集
等

へ
の
情
報
提
供
に
協
力
す

る
等
。

　

補
助
対
象
費
用
は
▽
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
工
事
に

要
す
る
費
用
▽
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
の
計
測
等
に
要

す
る
費
用
▽
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
工
事
に
要
す
る
費

用
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

工
事
と
併
せ
て
行
う
場
合

に
限
る
）
▽
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
の
表
示
に
要
す
る

費
用
の
３
分
の
１
を
国
が

支
援
す
る
。

　

限
度
額
は
１
件
に
つ
き

５
０
０
０
万
円
（
設
備
部

分
は
２
５
０
０
万
円
ま

で
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
を
行
う
場
合
は
、
当
該

改
修
に
係
る
補
助
額
と
し

て
２
５
０
０
万
円
ま
た
は

省
エ
ネ
改
修
に
か
か
る
補

助
額
を
限
度
に
加
算
。

　

応
募
等
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
既
存
建
築
物

省
エ
ネ
化
推
進
事
業
評
価

事
務
局
Ｈ
Ｐ
：http://

h
y
o
k
a
- jim

u
.jp
/

kaishu/　

メ
ー
ル
：

kaishu@
hyoka-jim

u.
jp

　

国
土
交
通
省
は
令
和
４

年
度
「
国
土
交
通
行
政
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ

ー
」
を
募
集
し
て
い
る
。
　

対
象
は
20
歳
以
上
で
、

国
会
議
員
や
地
方
議
員
、

国
土
交
通
行
政
に
関
わ
る

公
務
員
ら
と
そ
の
家
族
は

除
く
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
広
く
意
見
や
要
望
を

聞
き
、
国
土
交
通
行
政
の

施
策
の
企
画
及
び
立
案
の

実
施
等
に
反
映
さ
せ
る
。

回
答
の
実
績
に
応
じ
て
年

間
４
０
０
０
円
（
予
定
）

を
上
限
に
謝
金
が
支
払
わ

れ
る
。

　

募
集
は
全
国
１
０
０
０

人
程
度
。
締
め
切
り
は
３

月
６
日
。問
い
合
わ
せ
は
、

近
畿
地
方
整
備
局
企
画

課
、
０
６
―
６
９
４
２
―

４
０
９
０（
直
通
）ま
で
。

　

奈
良
県
建
設
業
協
会

（
山
上
雄
平
会
長
）は
、「
建

設
業
協
会
合
同
企
業
説
明

会
」
を
３
月
６
日
開
催
す

る
。
会
場
は
ホ
テ
ル
日
航

奈
良
（
奈
良
市
三
条
本

町
）、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
奈
良
県
後

援
。
参
加
費
無
料
。
各
企

業
ブ
ー
ス
の
説
明
会
に
参

加
す
る
と
先
着
１
０
０
名

に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
最
大
５

０
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
就
職
活
動
に
大

き
な
変
化
が
あ
る
中
、
大

学
生
・
短
大
生
・
高
専
生
・

専
門
学
校
生
で
令
和
５
年

３
月
卒
業
予
定
者
（
令
和

２
年
3
月
以
降
の
既
卒
者

も
対
象
）
が
対
象
。
奈
良

で
働
き
た
い
、
建
築
・
土

木
系
学
生
は
必
見
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
奈
良

県
建
設
業
協
会
（
奈
良
市

高
天
町
）
松
川
・
向
本
ま

で
。
電
話
０
７
４
２
―
２

２
―
３
３
３
８
。Info@

nakenkyo.or.jp https://
narakensetsu.com

/
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①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

五
條
市

　
　
（
２
月
２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
河
川
維
持
修
繕
工
事

２
１
０
１
０
８
３
号
（
大

野
町〈
普
通
河
川
油
谷
川
、

市
道
御
山
樫
辻
線
〉）
＝

①
西
谷
建
設
②
４
８
３
万

円
（
予
５
５
５
万
円
）。

　
　
（
２
月
２
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
五
新
線
ト
ン
ネ
ル
路

面
補
修
工
事
２
１
０
１
０

９
６
号
（
西
吉
野
町
黒
渕

〈
衣
笠
ト
ン
ネ
ル
〉）
＝
入

札
者
が
い
な
い
た
め
中
止
。

　

▼
河
川
維
持
修
繕
工
事

２
１
０
１
０
９
７
号
（
西

久
留
野
町
〈
普
通
河
川
関

屋
川
〉）
＝
入
札
者
が
１

者
の
た
め
中
止
。

　

▼
道
路
維
持
修
繕
工
事

２
１
０
１
０
９
８
号
（
大

野
新
田
町
〈
市
道
大
野
新

田
８
号
線
〉）
＝
①
渡
辺

電
気
商
会
②
１
３
５
万
９

０
０
０
円
（
予
１
５
７
万

２
０
０
０
円
）。

　

▼
区
画
線
設
置
工
事

（
防
災
・
安
全
交
付
金
）

２
１
０
１
１
０
０
号
（
五

條
３
丁
目
外
〈
市
道
五
條

４
号
線
外
〉）
＝
①
中
造

園
②
２
３
０
万
５
０
０
０

円
（
予
２
６
７
万
円
）。

香
芝
市

　
　
（
２
月
１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
３
年
度
香
芝
市

ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業

に
係
る
造
成
工
事（
今
泉
・

平
野
）
＝
①
森
本
建
設
②

４
３
３
０
万
６
０
０
０
円

（
予
４
３
３
０
万
６
０
０

０
円
）
③
森
本
建
設
の
み

④
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工

48
基
、
付
帯
工
１
式
。
設

計
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
が
担
当
。
工

期
３
月
31
日
。

　

▼
市
道
10
―
４
号
線
道

路
拡
幅
工
事
（
良
福
寺
）

＝
①
岡
建
設
②
１
３
５
万

８
０
０
０
円
（
予
１
３
６

万
円
）。

県
立
磯
城
野
高

等
学
校

　
　
（
１
月
24
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
磯
城
野
高
等
学
校
鶏

舎
改
修
工
事
及
び
倉
庫
等

解
体
撤
去
工
事
（
田
原
本

町
２
５
８
）
＝
①
福
辻
工

務
店
②
２
３
０
万
６
０
０

０
円
（
比
２
３
０
万
６
０

０
０
円
）。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
１
月
27
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
２
日
契

約
）

　

▼
一
般
県
道
上
池
原
下

桑
原
線
（
仮
称
）
深
瀨
２

号
橋
橋
梁
下
部
工
事
（
防

災
・
安
全
交
付
金
事
業（
南

部
東
部
）（
国
補
正
）
他
）

繰
６
―
３
―
Ａ
16
―
補
―

３
他
号
（
下
北
山
村
上
桑

原
）
＝
①
北
山
工
業
（
評

価
値
14
・
２
７
５
）
②
７

８
８
８
万
３
０
０
０
円

（
比
８
８
６
８
万
８
０
０

０
円
）
③
岡
下
組
、
山
上

組
（
辞
退
）、
ハ
ク
リ
ュ

ウ
（
辞
退
）、森
下
組
（
辞

退
）、平
井
建
設（
辞
退
）、

上
村
組
（
辞
退
）、
北
田

組（
辞
退
）、植
田
土
建（
辞

退
）、大
和
建
設（
辞
退
）、

上
田
工
務
店
（
辞
退
）、

福
嶋
組
（
辞
退
）
④
工
事

延
長
11
㍍
、
橋
台
工
（
逆

Ｔ
式
、直
接
基
礎
）１
基
、

大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
１
３

５
平
方
㍍
。
設
計
は
修
成

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

担
当
。
工
期
５
年
３
月
３

日
。

　
　
（
１
月
26
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
１
日
契

約
）

　

▼
吉
野
町
・
川
上
村
域

電
気
小
規
模
維
持
修
繕
工

事
（
道
路
施
設
維
持
修
繕

事
業
他
）
６
０
２
―
１
―

８
他
号
（
吉
野
町
及
び
川

上
村
内
）
＝
①
サ
ン
ユ
ウ

工
業
②
87
万
円
（
比
91
万

２
０
０
０
円
）。

王
寺
町

　
　
（
１
月
31
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
王
寺
ア
リ
ー
ナ
照
明

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
（
王

寺
１
丁
目
）
＝
①
倭
電
気

②
２
２
５
０
万
円
（
設
２

６
０
４
万
円
）
③
大
和
電

機
工
業
（
辞
退
）、
吉
田

電
機
商
工
（
辞
退
）、
関

西
電
工
、五
伸
（
辞
退
）。

　

▼
王
寺
ア
リ
ー
ナ
暗
幕

カ
ー
テ
ン
取
替
工
事
（
王

寺
１
丁
目
）
＝
①
マ
ツ
シ

タ
②
５
７
９
万
円
（
設
６

２
５
万
円
）。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
１
月
31
日
・
指
名

競
争
入
札
、
２
月
４
日
契

約
）

　

▼
桜
井
吉
野
線
舗
装
工

事
（
防
災
・
安
全
（
道
路

改
良
・
都
づ
く
り
））
４

―
10
―
Ａ
５
―
４
号
（
桜

井
市
倉
橋
）
＝
①
キ
シ
ョ

ウ
②
７
７
１
万
円
（
比
８

８
９
万
３
０
０
０
円
）。

橿
原
市

　
　
（
２
月
１
日
・
見
積

徴
収
、
２
月
２
日
随
意
契

約
）

　

▼
橋
梁
維
持
修
繕
工
事

３
―
１
（
市
内
一
円
）
＝

①
三
貴
建
設
②
１
０
０
万

円
。

　

▼
史
跡
丸
山
古
墳
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
工
事

（
五
条
野
町
）
＝
①
誠
光

建
設
②
28
万
円
。

橿
原
市
上
下
水

道
部

　
　
（
２
月
３
日
・
見
積

徴
収
、
２
月
４
日
随
意
契

約
）

　

▼
取
付
管
設
置
工
事
Ｒ

３
―
15
（
新
口
町
・
新
賀

町
）
＝
①
脇
田
建
設
②
60

万
円
。

三
宅
町

　
　
（
１
月
31
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
幸
橋
補
修
工
事
（
大

字
但
馬
）
＝
①
中
川
組
②

１
８
６
７
万
３
０
０
０
円

（
予
２
０
９
８
万
２
０
０

０
円
）
③
中
尾
組
（
辞

退
）、
中
和
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
山
口
建
設
、

山
本
工
業
、
﨑
山
組
、
藤

井
組
（
辞
退
）、渋
谷
（
辞

退
）。近

畿
地
方
整
備

局
大
和
川
河
川

事
務
所

　
　
（
１
月
18
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
佐
保
川
長
安
寺
地
区

掘
削
他
工
事
（
大
和
郡
山

市
長
安
寺
町
〜
伊
豆
七
条

町
）
＝
①
オ
ク
シ
ン
②
５

４
５
３
万
円
（
予
６
０
２

２
万
円
）③
中
村
建
設（
無

効
）、
中
西
建
設
、
吉
井

建
設
（
辞
退
）、
吉
村
建

設
（
無
効
）、
オ
ー
テ
ッ

ク
（
辞
退
）、ゴ
セ
ケ
ン
、

ニ
シ
ヨ
シ
、
尾
田
組
、
山

上
組
（
辞
退
）
④
河
川
土

工
１
式
、
浸
透
対
策
工
１

式
、付
属
物
設
置
工
１
式
、

構
造
物
撤
去
工
１
式
、
仮

設
工
１
式
。
工
期
６
月
20

日
。調査・測量・設計

建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

下
市
町

　
　
（
１
月
27
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１
月
31
日
契

約
）

　

▼
道
路
災
害
復
旧
工
事

に
伴
う
測
量
業
務
委
託
令

和
３
年
度
建
設
（
委
）
第

６
号
（
大
字
栃
原
）
＝
①

水
野
測
量
設
計
事
務
所
②

１
１
１
万
円
（
比
１
３
６

万
３
０
０
０
円
）
③
谷
本

測
量
設
計
事
務
所
、
中
本

測
量
設
計
事
務
所
、
共
同

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
エ
イ
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
④
測
量
業
務
委

託
（
基
準
点
測
量
３
点
、

現
地
測
量
８
０
０
平
方

㍍
、
路
線
測
量
20
㍍
）。

委
託
期
間
３
月
25
日
。

　

▼
道
路
側
溝
改
修
工
事

に
伴
う
測
量
業
務
委
託
令

和
３
年
度
建
設
（
委
）
第

７
号
（
大
字
阿
知
賀
）
＝

①
中
本
測
量
設
計
事
務
所

②
１
１
５
万
円
（
比
１
４

２
万
３
０
０
０
円
）
③
前

同
④
測
量
業
務
委
託
（
基

準
点
測
量
３
点
、
現
地
測

量
１
０
０
０
平
方
㍍
、
路

線
測
量
30
㍍
）。
委
託
期

間
前
同
。

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社

　
　
（
２
月
２
日
・
見
積

合
せ
）

　

▼
03
―
高
の
原
駅
西
団

地
環
境
整
備
造
園
そ
の
他

工
事
土
木
変
更
設
計
（
京

都
府
木
津
川
市
兜
台
１
丁

目
２
番
）＝
①
Ｋ
Ｋ
Ｃ（
大

阪
市
中
央
区
）
②
１
６
０

万
円
（
予
１
６
８
万
５
０

０
０
円
）
③
Ｋ
Ｋ
Ｃ
の
み

④
５
月
31
日
。

大
和
郡
山
市

　
　
（
２
月
１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
昭
和
浄
水
場
擁
壁
劣

化
調
査
業
務
（
額
田
部
北

町
）
＝
①
コ
ン
ス
テ
ッ
ク

②
98
万
円
（
比
１
０
０
万

８
０
０
０
円
）
③
関
西
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

三
郷
町

　
　
（
２
月
３
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
３
年
度
と
っ
く

り
湖
東
部
樹
木
伐
採
業
務

（
信
貴
南
畑
１
丁
目
）
＝

予
定
価
格
に
達
し
な
か
っ

た
為
、
入
札
打
ち
切
り
。

　

▼
令
和
３
年
度
町
道
清

掃
業
務
（
町
内
）
＝
①
サ

ン
ダ
②
57
万
円
（
比
64
万

１
０
０
０
円
）
③
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
、
武
田
興
業
、

ト
キ
ト
、
都
市
ク
リ
エ
イ

ト
。

　

▼
令
和
３
年
度
都
市
公

園
等
樹
木
剪
定
伐
採
業
務

（
城
山
台
４
丁
目
他
）
＝

①
藪
下
造
園
②
１
３
０
万

円
（
比
１
３
７
万
４
０
０

０
円
）
③
岡
島
造
園
、
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
フ
、西
光
園
、

高
田
造
園
。

航
空
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
学
校

　
　
（
１
月
31
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
展
示
機
（
ナ
イ
キ
）

及
び
登
り
台
の
塗
装
（
航

空
自
衛
隊
奈
良
基
地
）
＝

①
ペ
イ
ン
ト
王
（
大
阪
府

泉
大
津
市
）
②
56
万
１
７

５
０
円
④
３
月
31
日
。

　

▼
電
気
工
作
物
保
安
点

検
（
前
同
）
＝
①
関
西
電

気
保
安
協
会
②
１
８
４
万

８
０
０
０
円
④
前
同
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
流
域
下
水
道
セ
ン

タ
ー
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

３
日
公
告
）

　

▽
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

返
流
水
管
（
Ｆ
人
孔
）
長

寿
命
化
対
策
工
事（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
）
Ｒ
３

第
二
第
３
１
０
号
（
広
陵

町
萱
野
）
＝
①
入
札
書
及

び
入
札
金
額
の
内
訳
書
の

提
出
２
月
17
日
ま
で
②
２

月
18
日
③
土
木
工
事
業
の

一
般
建
設
業
許
可
ま
た
は

特
定
建
設
業
許
可
。
土
木

１
式
の
登
録
。
Ｂ
等
級
ま

た
は
Ｃ
等
級
。
建
設
業
法

に
基
づ
く「
土
木
工
事
業
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
本

店
が
県
高
田
土
木
事
務
所

管
内
に
あ
り
、
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
１
９

３
７
万
３
２
０
０
円
込
、

低
１
７
０
５
万
８
８
０
０

円
込
。

近
畿
財
務
局
奈
良
財

務
事
務
所
（
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

２
月
４
日
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
合
同
宿

舎
単
価
契
約
修
繕
工
事

（
建
築
等
一
式
奈
良
県

下
）（
奈
良
市
高
畑
町
１
８

４
、
６
２
４
―
１
、
奈
良

市
西
笹
鉾
町
42
―
６
、
橿

原
市
木
原
町
31
―
８
）
＝

①
入
札
参
加
申
込
の
受
付

２
月
18
日
ま
で
（
入
札
書

の
提
出
期
間
２
月
28
日
〜

３
月
１
日
）
②
３
月
２
日

③
財
務
省
近
畿
地
区
競
争

参
加
資
格
審
査
に
お
い

て
、
建
築
１
式
工
事
の
登

録
を
有
し
、
Ｃ
ま
た
は
Ｄ

等
級
。
建
設
業
法
の
許
可

業
種
に
係
る
、
直
接
的
、

か
つ
、
恒
常
的
な
雇
用
関

係
の
あ
る
主
任
技
術
者
に

な
り
得
る
技
術
者
を
工
事

現
場
に
配
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
―
な
ど
④
合
同

宿
舎
に
お
け
る
定
型
修

繕
。
工
期
４
月
１
日
〜
５

年
３
月
31
日
。

　

▽
令
和
４
年
度
合
同
宿

舎
単
価
契
約
修
繕
工
事

（
給
排
水
等
一
式
奈
良
県

下
）（
前
同
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
財
務
省
近
畿
地
区

競
争
参
加
資
格
審
査
に
お

い
て
、
管
工
事
の
登
録
を

有
し
、Ｂ
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
の
許
可
業
種
に

係
る
、
直
接
的
、
か
つ
、

恒
常
的
な
雇
用
関
係
の
あ

る
主
任
技
術
者
に
な
り
得

る
技
術
者
を
工
事
現
場
に

配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
―
な
ど
④
前
同
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
西
和
医
療
セ
ン
タ

ー
（
一
般
競
争
入
札

〈
持
参
ま
た
は
郵
便

入
札
〉
２
月
３
日
公

告
）

　

▽
地
方
独
立
行
政
法
人

奈
良
県
立
病
院
機
構
奈
良

県
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
感

染
性
廃
棄
物
処
理
業
務
委

託
（
三
郷
町
三
室
１
丁
目

14
番
16
号
〈
県
西
和
医
療

セ
ン
タ
ー
〉）
＝
①
入
札

参
加
資
格
確
認
申
請
書
等

の
提
出
２
月
28
日
ま
で

（
郵
便
に
よ
る
入
札
書
の

提
出
３
月
14
日
ま
で
）
②

３
月
17
日
③
物
品
購
入
等

に
係
る
競
争
入
札
の
参
加

資
格
等
に
関
す
る
規
程
に

よ
る
競
争
入
札
参
加
資
格

者
で
、
主
た
る
営
業
種
目

が
Ｑ
１
「
建
物
管
理
」
の

「
⑭
廃
棄
物
処
理
」
で
登

録
を
し
て
い
る
者
で
あ
る

こ
と
。
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
（
感
染
性
）
収

集
運
搬
業
（
当
セ
ン
タ
ー

所
在
地
及
び
当
該
廃
棄
物

の
搬
入
先
所
在
地
の
許

可
）
及
び
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
（
感
染
性
）
処
分

業
の
許
可
を
受
け
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、

い
ず
れ
か
一
方
の
許
可
し

か
受
け
て
い
な
い
者
は
、

他
方
の
許
可
を
受
け
て
い

る
者
と
業
務
提
携
を
行
っ

て
い
る
こ
と
―
な
ど
④
県

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

排
出
さ
れ
る
感
染
性
廃
棄

物
（
特
別
管
理
一
般
廃
棄

物
及
び
特
別
管
理
産
業
廃

棄
物
の
う
ち
、
感
染
性
医

療
廃
棄
物
）
を
セ
ン
タ
ー

か
ら
中
間
処
理
場
へ
運
搬

し
、
焼
却
処
理
し
て
残
渣

物
を
最
終
処
分
地
に
処
分

す
る
業
務
。
委
託
期
間
６

年
３
月
31
日
。

県
奈
良
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
２
月
３
日

公
告
）

　

▽
一
級
河
川
乾
川
測
量

委
託
（
緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
債
対
象
事
業

（
臨
時
・
特
別
））
第
Ｎ
―

４
０
３
―
委
―
４
号
（
奈

良
市
六
条
二
丁
目
）
＝
①

入
札
書
の
提
出
２
月
22
日

ま
で
②
２
月
24
日
③
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
の
う
ち
測
量
業
務
に

登
録
を
受
け
、
Ａ
等
級
Ａ

１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

県
内
に
本
店
を
有
し
て
い

る
こ
と
―
な
ど
④
４
級
基

準
点
測
量
７
点
、
現
地
測

量
０
・
０
２
５
平
方
㌔
㍍
、

路
線
測
量
０
・
３
㌔
㍍
。

委
託
期
間
５
月
13
日
⑤
予

４
２
３
万
５
０
０
０
円

込
、
低
３
４
８
万
７
０
０

０
円
込
。

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
２
月
３
日

公
告
）

　

▽
樫
尾
谷
地
質
調
査
委

託
（
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
（
南
部
・
東
部
）（
重

点
・
砂
防
））
第
61
―
19

―
委
２
号（
吉
野
町
樫
尾
）

＝
①
入
札
書
の
提
出
２
月

17
日
ま
で
②
２
月
18
日
③

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
地
質
調

査
業
務
に
登
録
を
受
け
て

い
る
こ
と
。
県
内
に
登
録

を
受
け
た
本
店
を
有
し
て

い
る
こ
と
―
な
ど
④
機
械

ボ
ー
リ
ン
グ
４
ヵ
所
。委
託

期
間
６
月
30
日
⑤
予
６
０

８
万
３
０
０
０
円
込
、
低

４
８
１
万
８
０
０
０
円
込
。

近
畿
財
務
局
奈
良
財

務
事
務
所
（
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

２
月
３
日
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
奈
良
合

同
庁
舎
清
掃
業
務
（
奈
良

市
登
大
路
町
81
番
地
〈
奈

良
合
同
庁
舎
〉）
＝
①
証

明
書
等
の
提
出
期
限
２
月

17
日
（
入
札
書
の
提
出
期

限
３
月
１
日
）
②
３
月
２

日
③
一
般
競
争
（
指
名
競

争
）
参
加
資
格
（
物
品
製

造
等
）（
全
省
庁
統
一
資

格
）
に
お
い
て
、
役
務
の

提
供
等
で
あ
り
建
物
管
理

等
各
種
保
守
管
理
に
登
録

の
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
Ｃ

等
級
に
格
付
け
さ
れ
、
近

畿
地
域
の
競
争
参
加
資
格

を
有
す
る
者
―
な
ど
④
清

掃
及
び
尿
石
付
着
防
止
。

委
託
期
間
４
月
１
日
〜
５

年
３
月
31
日
。
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ア
イ
デ
ア
募
集
中

ア
イ
デ
ア
募
集
中 

３
月
３
月
3131
日
ま
で

日
ま
で

社名や組織の改変、
技術開発、新製品等
の企業情報、工事に
関する情報等どんな
ことでも結構です。
建設新報  編集部まで

情報をお寄せください

奈
良
教
育
大
学
（
一

般
競
争
入
札
２
月
４

日
公
告
）

　

▽
国
立
大
学
法
人
奈
良

教
育
大
学
管
理
棟
そ
の
他

清
掃
管
理
作
業
一
式
＝
①

入
札
書
及
び
入
札
説
明
書

に
記
載
す
る
関
係
書
類
の

提
出
期
限
２
月
18
日
②
３

月
１
日
③
国
の
競
争
参
加

資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

に
お
い
て
令
和
３
年
度
の

近
畿
地
域
の
役
務
の
提
供

等
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て

い
る
者
。
県
よ
り
建
築
物

に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の

確
保
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
登
録
証
明
（
建
築
物

清
掃
業
ま
た
は
建
築
物
環

境
衛
生
総
合
管
理
業
）
を

受
け
て
い
る
者
―
な
ど
④

仕
様
書
の
と
お
り
。
委
託

期
間
４
月
１
日
〜
５
年
３

月
31
日
。

近
畿
地
方
整
備
局
紀

の
川
ダ
ム
統
合
管
理

事
務
所
（
総
合
評
価

落
札
方
式
簡
易
公
募

型
競
争
入
札
〈
電
子

入
札
〉
２
月
４
日
公

示
）

　

▽
紀
の
川
ダ
ム
統
管
管

内
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

業
務（
川
上
村
〜
五
條
市
）

＝
①
参
加
表
明
書
の
提
出

期
限
２
月
15
日
正
午
（
技

術
提
案
書
の
提
出
期
限
３

月
16
日
正
午
、
入
札
書
の

提
出
期
限
３
月
31
日
正

午
）
②
４
月
１
日
③
単
体

企
業
、
同
一
の
組
合
ま
た

は
同
一
の
設
計
共
同
体
の

い
ず
れ
か
。
土
木
関
係
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

に
係
る
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
参
加
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
④
大

滝
ダ
ム
両
生
類
・
爬
虫
類
・

哺
乳
類
調
査
、
猿
谷
ダ
ム

底
生
動
物
調
査
、
猿
谷
ダ

ム
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

調
査
。
委
託
期
間
５
年
２

月
28
日
⑤
事
務
集
中
化
対

象
。
予
定
価
格
が
５
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合
は
技

術
提
案
の
履
行
確
実
性
評

価
試
行
。

近
畿
地
方
整
備
局
紀

伊
山
系
砂
防
事
務
所

（
一
般
競
争
入
札〈
電

子
入
札
〉
２
月
４
日

公
告
）

　

▽
紀
伊
山
系
砂
防
事
務

所
管
内
河
道
閉
塞
等
監
視

連
絡
業
務
（
五
條
市
三
在

町
１
６
８
１
〈
紀
伊
山
系

砂
防
事
務
所
〉）
＝
①
申

請
書
等
の
提
出
期
限
２
月

22
日
正
午
（
入
札
書
の
提

出
期
限
３
月
22
日
）
②
３

月
23
日
③
平
成
31
・
32
・

33
年
度
ま
た
は
令
和
１
･

２
･
３
年
度
国
土
交
通
省

競
争
参
加
資
格
（
全
省
庁

統
一
資
格
）
役
務
の
提
供

等
の
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
等
級
に

格
付
け
さ
れ
た
近
畿
地
域

の
競
争
参
加
資
格
を
有
す

る
者
。
ま
た
、
令
和
４
年

４
月
１
日
時
点
に
お
い

て
、
令
和
４
・
５
・
６
年

度
国
土
交
通
省
競
争
参
加

資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

の
役
務
の
提
供
等
の
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
等
級
に
格
付
け
さ

れ
た
近
畿
地
域
の
競
争
参

加
資
格
の
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と
―
な
ど
④
災
害

対
策
の
初
動
体
制
を
確
立

す
る
た
め
河
道
閉
塞
箇
所

及
び
大
規
模
斜
面
崩
壊
箇

所
に
お
け
る
土
砂
災
害
監

視
に
係
る
情
報
の
監
視
。

委
託
期
間
４
月
１
日
〜
５

年
３
月
31
日
。

　

▽
紀
伊
山
系
砂
防
事
務

所
管
内
砂
防
・
防
災
情
報

管
理
補
助
業
務
（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
平
成

31
・
32
・
33
年
度
ま
た
は

令
和
１
･
２
･
３
年
度
国

土
交
通
省
競
争
参
加
資
格

（
全
省
庁
統
一
資
格
）
役

務
の
提
供
等
の
近
畿
地
域

（
ま
た
は
東
海
・
北
陸
地

域
）
の
競
争
参
加
資
格
を

有
す
る
者
。
ま
た
、
令
和

４
年
４
月
１
日
時
点
に
お

い
て
、
令
和
４
・
５
・
６

年
度
国
土
交
通
省
競
争
参

加
資
格
（
全
省
庁
統
一
資

格
）
の
役
務
の
提
供
等
の

近
畿
地
域（
ま
た
は
東
海
・

北
陸
地
域
）
の
競
争
参
加

資
格
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
―
な
ど
④
地
域
住

民
へ
の
警
戒
避
難
・
防
災

意
識
の
向
上
等
に
資
す
る

情
報
の
管
理
・
発
信
及
び

事
業
推
進
に
関
す
る
補

助
。
委
託
期
間
前
同
。

近
畿
地
方
整
備
局
和

歌
山
河
川
国
道
事
務

所
（
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

４
日
公
告
）

　

▽
和
歌
山
河
川
国
道
事

務
所
庁
舎
清
掃
・
環
境
整

備
業
務
（
五
條
市
二
見
３

―
６
９
０
―
13
〈
五
條
出

張
所
〉、
和
歌
山
河
川
国

道
事
務
所
、
和
歌
山
建
設

監
督
官
詰
所
、
船
戸
出
張

所
、
和
歌
山
国
道
維
持
出

張
所
、
海
南
国
道
維
持
出

張
所
、
紀
の
川
大
堰
管
理

所
〈
水
と
き
ら
め
き
紀
の

川
館
〉）
＝
①
申
請
書
等

の
提
出
期
限
２
月
22
日
正

午
（
入
札
書
の
提
出
期
限

３
月
17
日
正
午
）
②
３
月

18
日
③
平
成
31
・
32
・
33

年
度
ま
た
は
令
和
１
･
２

･
３
年
度
国
土
交
通
省
競

争
参
加
資
格
（
全
省
庁
統

一
資
格
）
役
務
の
提
供
等

の
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
等
級
に
格

付
け
さ
れ
た
近
畿
地
域
の

競
争
参
加
資
格
を
有
す
る

者
。
ま
た
、
令
和
４
年
４

月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

令
和
４
・
５
・
６
年
度
国

土
交
通
省
競
争
参
加
資
格

（
全
省
庁
統
一
資
格
）
の

役
務
の
提
供
等
の
Ｂ
ま
た

は
Ｃ
等
級
に
格
付
け
さ
れ

た
近
畿
地
域
の
競
争
参
加

資
格
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
本
店
、
支
店
ま

た
は
営
業
所
が
福
井
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
県
内
、
和

歌
山
県
に
あ
る
こ
と
―
な

ど
④
和
歌
山
河
川
国
道
事

務
所
外
６
ヵ
所
に
お
け
る

日
常
清
掃
及
び
定
期
清

掃
、
環
境
整
備
。
委
託
期

間
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
。

近
畿
地
方
整
備
局
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
事

務
所
（
一
般
競
争
入

札
〈
電
子
入
札
〉
２

月
４
日
公
告
）

　

▽
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園

事
務
所
電
気
通
信
施
設
保

守
業
務
（
明
日
香
村
大
字

平
田
５
３
８
他
〈
国
営
飛

鳥
歴
史
公
園
事
務
所
管

内
〉、
奈
良
市
二
条
大
路

南
三
丁
目
５
番
１
号
〈
平

城
宮
い
ざ
な
い
館
〉、
奈

良
市
大
宮
町
３
丁
目
５
番

11
号
〈
奈
良
国
道
事
務

所
〉）
＝
①
申
請
書
等
の

提
出
期
限
２
月
22
日
正
午

（
入
札
書
の
提
出
期
限
３

月
17
日
正
午
）
②
３
月
18

日
③
平
成
31
・
32
・
33
年

度
ま
た
は
令
和
１
･
２
･

３
年
度
国
土
交
通
省
競
争

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）
役
務
の
提
供
等
の

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は
D
等

級
に
格
付
け
さ
れ
た
近
畿

地
域
の
競
争
参
加
資
格
を

有
す
る
者
。
ま
た
、
令
和

４
年
４
月
１
日
時
点
に
お

い
て
、
令
和
４
・
５
・
６

年
度
国
土
交
通
省
競
争
参

加
資
格
（
全
省
庁
統
一
資

格
）
の
役
務
の
提
供
等
の

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は
D
等

級
に
格
付
け
さ
れ
た
近
畿

地
域
の
競
争
参
加
資
格
の

認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
近
畿
地
方
整
備
局
管

内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は

営
業
所
が
あ
る
こ
と
―
な

ど
④
電
気
通
信
施
設
の
所

期
の
機
能
保
持
を
目
的
と

し
て
保
守
。
委
託
期
間
４

月
１
日
〜
５
年
３
月
31
日
。

　

▽
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園

事
務
所
自
家
用
電
気
工
作

物
保
守
業
務
（
明
日
香
村

大
字
平
田
５
３
８
他
〈
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
事
務
所

管
内
〉、
奈
良
市
二
条
大

路
南
三
丁
目
５
番
１
号

〈
平
城
宮
い
ざ
な
い
館
〉）

＝
①
前
同
②
前
同
④
自
家

用
電
気
工
作
物
の
所
期
の

機
能
保
持
を
目
的
と
し
て

保
守
。
委
託
期
間
前
同
。

奈
良
労
働
局
（
一
般

競
争
入
札
２
月
3
日

公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
交
通
誘

導
業
務
委
託
（
北
和
地

域
）（
奈
良
公
共
職
業
安
定

所
）
＝
①
入
札
書
の
提
出

期
限
２
月
21
日
10
時
②
２

月
21
日
③
一
般
競
争
入
札

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）
に
お
い
て
、
近
畿

地
域
で
役
務
の
提
供
Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
等
級
に
格
付

け
さ
れ
て
い
る
者
―
な
ど

④
仕
様
書
に
よ
る
。

奈
良
労
働
局
（
一
般

競
争
入
札
２
月
４
日

公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
交
通
誘

導
業
務
委
託
（
中
南
和
地

域
）（
大
和
高
田
公
共
職
業

安
定
所
）
＝
①
入
札
書
の

提
出
期
限
２
月
22
日
10
時

②
２
月
22
日
③
一
般
競
争

入
札
参
加
資
格
（
全
省
庁

統
一
資
格
）
に
お
い
て
、

近
畿
地
域
で
役
務
の
提
供

Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
等
級
に

格
付
け
さ
れ
て
い
る
者
―

な
ど
④
仕
様
書
に
よ
る
。

御
所
市

　
　
（
２
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札〈
郵
便
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
２
工
区
）

工
事
教
総
第
５
号（
林
他
）

＝
工
期
３
月
31
日
。
比
４

４
７
５
万
円
、
最
低
制
限

価
格
基
準
比
較
価
格
未
設

定
。

　

▽
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
１
工
区
）

工
事
教
総
第
６
号
（
旭
町

他
）
＝
工
期
前
同
。
比
４

７
９
２
万
円
、
最
低
制
限

価
格
基
準
比
較
価
格
未
設

定
。

　

▽
舗
装
修
繕
工
事
建
第

63
号
（
小
殿
）
＝
工
期
３

月
25
日
。
比
２
３
３
万
４

０
０
０
円
、
低
基
比
２
０

３
万
円
。

　

▽
舗
装
修
繕
工
事
建
第

64
号
（
小
林
）
＝
工
期
前

同
。
比
４
３
４
万
２
０
０

０
円
、
低
基
比
３
７
７
万

９
０
０
０
円
。

高
取
町

　
　
（
２
月
18
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▽
水
道
管
布
設
工
事

（
３
―
５
工
区
）（
市
尾
）

＝
指
名
は
綛
谷
電
気
店
、

米
田
電
気
商
会
、
竹
田
工

業
、
ツ
ジ
モ
ト
設
備
、
人

知
燃
料
住
専
店
の
５
者
。

設
５
３
３
万
２
８
０
０
円

込
。

　

▽
町
単
道
路
改
修
工
事

（
市
尾
地
区
）（
前
同
）
＝

指
名
は
綛
谷
電
気
店
、
タ

ク
テ
ッ
ク
、
竹
田
工
業
、

田
中
建
材
、
美
堅
工
業
の

５
者
。
設
１
０
４
万
７
２

０
０
円
込
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

御
所
市

　
　
（
２
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札〈
郵
便
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
御
所
市
健
康
増
進
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業
に

係
る
発
注
者
支
援
業
務
委

託
生
学
委
第
３
号（
小
殿
）

＝
委
託
期
間
11
月
30
日
。

比
２
８
０
９
万
円
、
最
低

制
限
基
準
比
較
価
格
未
設

定
。

　

▽
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
１
工
区
）

工
事
監
理
業
務
委
託
教
総

委
第
４
号
（
旭
町
他
）
＝

委
託
期
間
３
月
31
日
。
比

３
０
３
万
円
、
低
基
比
２

５
２
万
円
。

　

▽
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
２
工
区
）

工
事
監
理
業
務
委
託
教
総

委
第
５
号
（
林
他
）
＝
委

託
期
間
前
同
。
比
３
０
３

万
円
、
低
基
比
２
５
２
万

円
。

　

▽
秋
津
小
学
校
屋
内
運

動
場
大
規
模
改
造
工
事
監

理
業
務
委
託
教
総
委
第
６

号
（
池
之
内
）
＝
委
託
期

間
前
同
。比
３
１
８
万
円
、

低
基
比
２
６
５
万
円
。

　

▽
元
町
児
童
遊
園
他
１

箇
所
測
量
業
務
委
託
都
整

委
第
７
号
（
元
町
）
＝
委

託
期
間
前
同
。
比
１
８
２

万
円
、
低
基
比
１
４
８
万

円
。県

奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
２
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
３
６
９
号

他
土
質
調
査
委
託
（
道
路

施
設
維
持
修
繕
事
業
）
第

１
０
１
―
委
―
14
号
（
奈

良
市
忍
辱
山
町
他
）。

　

宇
陀
市
で
は
市
民
の
よ

り
良
い
労
働
環
境
と
市
外

か
ら
の
企
業
進
出
等
を
目

指
し
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
」
の
開
設
を
計
画

し
て
い
る
。開
設
時
期
は
、

令
和
５
年
度
を
メ
ド
と
し

て
い
る
。

　

場
所
は
、
大
和
信
用
金

庫
旧
榛
原
支
店
（
地
上
３

階
建
て
、
宇
陀
市
榛
原
萩

原
２
４
４
８
―
１
）
で
、

同
信
金
が
同
市
に
建
物
を

貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

同
市
企
業
誘
致
推
進
室

は
、
企
業
誘
致
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
利
用
者

の
起
業
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
め
ざ

し
、「
宇
陀
市
民
の
み
な

ら
ず
、
市
外
の
方
・
観
光

客
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
に
な
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
想
定
し
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
利
用

料
金
や
設
備
・
備
品
な
ど

詳
細
は
未
定
で
あ
る
が
、

企
業
用
の
オ
フ
イ
ス
ス
ペ

ー
ス
３
室
、
１
人
ま
た
は

２
人
用
の
区
切
ら
れ
た
ブ

ー
ス
ス
ペ
ー
ス
10
室
、
仕

切
り
な
ど
が
な
い
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
起
業

家
ブ
ー
ス
、
会
議
室
等
の

ブ
ー
ス
を
予
定
し
て
い

る
。

　

同
市
は
開
設
に
当
た
っ

て
現
在
、
市
内
・
外
の
方

か
ら
設
立
計
画
に
関
す
る

幅
広
い
ア
イ
デ
ア
を
募
集

中（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
）

で
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
も

と
に
、
適
切
な
施
設
配
備

及
び
支
援
、
環
境
整
備
等

を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
方

針
だ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
受

付
は
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
、

宇
陀
市
企
業
誘
致
推
進

室
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
５
―

８
２
―
５
８
７
４
番
。

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
の
開
設
を
計
画

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
の
開
設
を
計
画

企
業
誘
致
の
推
進
を
図
る

企
業
誘
致
の
推
進
を
図
る

大和信用金庫旧榛原支店の建物を活用大和信用金庫旧榛原支店の建物を活用

宇 陀 市

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（５） 2022年（令和４年）２月10日（木） 新聞定価６カ月３０，０００円（本体２７，７７８円消費税２，２２２円）

奈良県知事許可（般－30）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式



種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事 県奈良土木事務所
主要地方道上野南山城線歩道工事（防災・安全交付金事業（道路
環境整備）他）９―４９―１―１他号

奈良市月ヶ瀬尾山 10月7日 １４１４万７０００円 一般 良金興業 １２３９万４０００円

工事 県北部農業振興事務所
令和３年度県営ほ場整備事業北村地区北村第３工区区画整理工
（その２）工事第Ｒ３Ａ１工６号

奈良市北村町 10月7日 ２７２５万８０００円 一般 木村建設 ２４０４万３０００円

工事
近畿地方整備局奈良国
道事務所

伯母峯峠道路車両回転場他整備工事 上北山村西原 10月7日 ２億７９０万円 一般 大和建設 １億８７２２万円

工事
近畿地方整備局大和川
河川事務所

大和川藤井地区河道掘削工事
王寺町藤井～三郷町
立野南

10月7日 １億５３７９万円 一般 ニシヨシ １億３８２１万円

工事 県奈良土木事務所
一般国道２５号切幡工区排水構造物工事（防災・安全交付金事業
（道路改良）他）繰１―１０―Ａ２―１他号

山添村切幡 10月7日 ３７２４万２０００円 一般
原田鑿井設備工業
所

３７２４万円

工事
奈良先端科学技術大学
院大学

奈良先端大学生宿舎６棟等電力量計更新工事
生駒市高山町８９１６
―５

10月7日 １２０４万円 一般 アスカ電工 １０９２万円

工事 県郡山土木事務所
富雄川護岸工事（緊急自然災害防止対策事業債対象事業（臨時・
特別））第Ｋ―４０２―２号

生駒市高山町 10月7日 ２７２６万６０００円 一般 ツカサ ２４００万３０００円

工事 奈良市
舗装道幹線道路補修工事（佐保台三丁目地内他・奈良阪南田原
線）

佐保台３丁目他 10月8日 ２８７５万７０００円 一般 宮坂工務店 ２１６７万３０００円

工事 奈良市 旧南紀寺学習室解体撤去工事
南紀寺町３丁目３０５
番地の２

10月8日 １９７０万円 指名 松田組 １４４８万８０００円

工事 川上村 川上診療所改修工事第住工―４号 大字迫 10月8日 指名 城内組 １６６７万円

工事 川上村 村道北和田神之谷線開設工事第林工―２９号 大字北和田 10月8日 指名 幸成建設 ２９２６万円

工事 川上村 村道東川線中井橋３号橋修繕工事第林工―３０号 大字東川 10月8日 指名 中平建設 ２６２６万８０００円

工事 川上村 村道井戸線寺の下橋修繕工事第林工―３１号 大字井戸 10月8日 指名 池田鉄建 ２２９５万７０００円

工事 生駒市 東松ヶ丘地内道路排水施設改修工事 東松ヶ丘 10月8日 ５４８４万円 一般 藤野興業 ５４００万円

工事 生駒市 小瀬町地内配水管布設替工事（２工区） 小瀬町 10月8日 ６０７８万円 一般 京和建設 ５００８万８０００円

工事 県吉野土木事務所
一般国道３０９号無名９号橋橋梁補修工事（道路メンテナンス事業
（国道橋りょう補修））３―Ａ―６―３―２号

天川村北角 10月8日 ３２９３万７０００円 一般 ダイシン ２８７１万円

工事 県吉野土木事務所
一般県道大台大迫線日裏人免橋補修工事（道路メンテナンス事業
（地方道橋りょう補修））３―Ｂ―６―１―２号

川上村入之波 10月8日 ２４７９万６０００円 一般 藤裏工務店 ２１４１万５０００円

工事 県吉野土木事務所
上桑原（二）地区急傾斜地崩壊対策工事（防災・安全交付金事業
（南部・東部）（急傾斜））６３―１―２号

下北山村上桑原 10月8日 ３２５３万円 一般 田中建設 ２８７６万４０００円

工事 奈良市 舗装道大規模改修工事（大宮町六丁目地内・中部第５７８号線他） 大宮町６丁目 10月11日 １４０６万９０００円 一般 都祁建設 １４００万円

工事 生駒市 青山台地内配水管布設替工事（２工区） 青山台 10月11日 ２９３０万円 一般 植木工業 ２３７５万１０００円

工事 生駒市 真弓２丁目他地内配水管布設工事 真弓２丁目他 10月11日 ４７９２万円 一般 中野 ３９３５万１０００円

工事 県吉野土木事務所
紀の川菜摘工区護岸工事（緊急自然災害防止対策事業債対象事
業（臨時・特別））Ｙ―４０１―２号

吉野町菜摘 10月11日 ２２３８万６０００円 一般 亮建設 １９６９万６０００円

工事 香芝市
令和３年度香芝市下水道ストックマネジメント計画に基づくマンホー
ル蓋取替え工事（汚水）

旭ケ丘・瓦口・西真美 10月12日 ３４７１万３０００円 指名 日進建設 ３４３５万円

工事 香芝市 橋梁（橋詰橋）修繕工事農土―０７１号 北今市２丁目、高 10月12日 １６２５万４０００円 一般 上京建設 １６２５万４０００円

工事 県五條土木事務所
高野辻堂線道路復旧工事（道路施設維持修繕費（南部・東部））７２
１―１号

五條市大塔町清水～
十津川村沼田原

10月12日 ９０４０万７０００円 一般 檜尾建設 ８０３２万６０００円

工事 県高田土木事務所
国道３０９号法面工事（防災・安全交付金事業（国道災害防除））第
１―Ａ３０９―３―１号

御所市関屋 10月12日 ５３２８万３０００円 一般 北田組 ５３２８万３０００円

工事 大淀町 大淀町文化会館増改築工事第３―文―工―１号 桧垣本 10月12日 ４２００万円 一般 ワイ・ビー建設 ３７８０万円

工事 県南部農林振興事務所
令和３年度一般農道整備事業西吉野賀北２期地区第３工区工事第
Ｒ３Ｄ１工４２号

五條市西吉野町湯塩 10月12日 ７８３０万９０００円 一般 オーテック ６９６６万９０００円

工事 県五條土木事務所
重里（ロ）地区斜面対策工事（防災・安全交付金事業（南部・東部）
（急傾斜））７３―８―３号

十津川村重里 10月12日 ６３２２万９０００円 一般 長谷川建設 ５６２４万９０００円

工事 県南部農林振興事務所
令和３年度県営畑地帯総合整備事業湯塩地区支線水路工事その
３第Ｒ３Ｄ１工４３号

五條市西吉野町湯塩 10月12日 ２４００万円 一般 中多組 ２１２２万４０００円

工事 生駒市 真弓浄水池耐震補強工事 真弓２丁目 10月13日 ２億５７３６万円 一般 安部日鋼工業 ２億５６９０万円

工事 奈良市企業局 緑ヶ丘直圧配水区流量計設置工事２―２―９号 法華寺町・佐紀町 10月13日 １３３２万円 一般 桐田機工 １０１１万７０００円

工事 奈良市企業局 口径２５～２０粍鉛給水管布設替工事１―４―４０６号 西千代ヶ丘３丁目 10月13日 ２９３１万円 一般 朝日土建 ２２３７万１０００円

工事 御杖村 令和３年度御杖村施業放置林整備事業
大字神末４２７９番６９
他３８ヵ所

10月13日 １７４７万１０００円 指名 御杖村森林組合 １６５９万７０００円

工事 県建設業・契約管理課
県営住宅西小泉団地１号棟屋上防水・外壁等改修工事（県営住宅
環境改善事業（防災・安全））第３―１５号

大和郡山市小泉町 10月13日 ５０１４万円 一般 クラハラ ４５１２万３０００円

工事 御所市 御所汚水５号幹線（３工区）管路築造工事都整第１０号 大字幸町 10月13日 ７６８３万２０００円 一般 葛上建設 ７６５２万１０００円

工事 大淀町 舗装補修工事第３―防災安全―工―１号 福神 10月13日 ２７２５万１０００円 一般 森下組 ２３９３万６０００円

工事 県東部農林振興事務所
県営畑地帯総合整備事業大和高原南部地区２８号、及び５０号貯
水池改修工事第Ｒ３Ｃ１工５号

宇陀市大宇陀守道、
榛原澤

10月13日 ２４３３万８０００円 一般 冨田組 ２１４４万１０００円

工事 県スポーツ振興課 橿原公苑陸上競技場ウレタン舗装改修等工事ス振第１号 橿原市畝傍町 10月13日 ７６５９万１０００円 一般 石橋組 ６８０３万９０００円

工事 県吉野土木事務所
ナメゴ谷堆積土砂撤去工事（防災・安全交付金事業（総流防・砂防）
国補正））繰補正６０―２―４―３号

上北山村西原 10月13日 １３１５万８０００円 一般 谷建設 １１６４万６０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般国道１６５号交差点改良工事（防災・安全交付金事業（南部・東
部）（国補正）他）　第繰５―３―Ａ８―補―１他号

宇陀市榛原萩原 10月13日 ４３４８万４０００円 一般 西岡組 ３８５３万４０００円

工事 三郷町
令和３年度生駒線送水管工事三郷第１ブランチ（のどか村送水）第
３工区の３

信貴南畑 10月14日 ２３７３万円 指名 誠起 ２３００万円

工事 三郷町 令和３年度配水管布設替工事（信貴山麓線美松ヶ丘工区） 美松ヶ丘西２丁目 10月14日 ２２４８万円 指名
大角水道設備工業
所

２１００万円

工事 三郷町 令和３年度配水管布設替工事（信貴南畑４工区） 信貴南畑１丁目 10月14日 １５５６万円 指名 吉川設備 １４６２万円

工事 三郷町 令和３年度配水管布設替工事（明治団地２工区） 勢野東５丁目 10月14日 １７２６万円 指名 吉田設備 １６４０万円

工事 県奈良土木事務所
一般県道高畑山線岩渕橋橋梁補修工事（道路メンテナンス事業
（地方道橋りょう補修・国補正）他）繰補３―Ｂ―１―２他号

奈良市南紀寺町～古
市町

10月14日 １３０１万９０００円 一般 俊幸建設 １１２０万６０００円

工事 県中和土木事務所
明日香清水谷線歩道整備工事（社会資本（道路改良））４―１―Ａ５
―１号

高取町清水谷 10月14日 １３５９万円 一般 吉田舗装 １１８９万６０００円

工事 県建設業・契約管理課
浄化センター２号汚泥消化タンク設備更新工事（防災・安全交付金
事業）Ｒ３浄化第５２３号

大和郡山市額田部南
町

10月14日 ３億６１１７万３０００円 一般 月島機械 ３億５３８０万円

【続く】

　　　令和３年度下半期　工事結果　（落札金額1000万円以上）　⑳　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。
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近道・省略行為等の禁止

特別教育の実施

フルハーネス型安全帯

重　点　事　項

1　経営トップ等による年度末現場点検の実施
2　墜落・転落災害の防止
3　建設機械・クレーン等
　　災害の防止
4　倒壊・崩壊災害の防止
5　飛来・落下による
　　公衆災害の防止
6　交通労働災害の防止
7　火災・爆発等災害の防止
8　転倒災害の防止
9 不安全行動による
　　災害の防止
10　安全衛生教育の推進
11　職業性疾病の防止
12　化学物質に関するリスクアセスメントの実施
13　現場におけるメンタルヘルス対策の推進
14　健康障害防止対策の充実

令
和
３
年
の

労
働
災
害
発
生
状
況

（
１
月
〜
11
月
・
速
報
値
）

※上記の「三大災害の発生状況」は、「建設業における死亡災害発生状況（起因物・事故の型、令和３年１月～11月・速報値）」より作成しています。
「墜落・転落災害」と「崩壊・倒壊災害」の件数は事故の型別の分類ですが、「建設機械・クレーン等災害」の件数は起因物による分類です。その
ため、「建設機械・クレーン等災害」のデータには15人の「墜落・転落災害」の件数が重複計上されています。

建設業労働災害防止協会
会長　今井　雅則

■
主
催
：
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

年
度
末
の
３
月
は
、
公
共
工
事
を
含
め
多
く
の
工
事
が
完
工
時
期
を
迎
え
繁

忙
度
が
増
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
輻
輳
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
労
働
災
害
防

止
を
図
る
上
で
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
協

会
は
会
員
各
位
と
と
も
に
こ
の
時
期
の
建
設
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
を

目
的
と
し
て
、
「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
」
を
展
開
す
る
。

経
営
ト
ッ
プ
、
店
社
及
び
建
設
現
場
の
管
理
者
等
の
関
係
者
は
一
層
の
安
全

衛
生
水
準
の
向
上
を
目
指
し
、
店
社
と
作
業
所
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
労

働
災
害
防
止
活
動
の
強
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

令
和
３
年
度
の
「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害

防
止
強
調
月
間
」
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
規
感
染
者
数
は
第
５
波
を
大
き
く
超
え
る

等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
中
で
も
建
設
現
場
の
安
全
衛
生
確
保

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
会
員
各
位
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
当
協
会
で
は
年
度
末
の
労
働
災
害
防

止
を
目
的
と
し
て
、
３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

を「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
」

と
定
め
、
会
員
各
位
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を

盛
り
込
ん
だ
本
実
施
要
領
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。建

設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
会
員
各
位

を
は
じ
め
関
係
者
の
熱
心
な
取
組
に
よ
り
長
期

的
に
は
減
少
し
て
お
り
、
一
昨
年
の
死
亡
災
害

の
発
生
件
数
は
過
去
最
少
の
２
５
８
人
と
な
っ

た
も
の
の
、
全
産
業
に
占
め
る
割
合
は
32
・
２

％
と
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一

方
、令
和
４
年
１
月
現
在
の
速
報
値
を
見
る
と
、

令
和
３
年
の
建
設
業
の
死
亡
者
数
は
２
７
４
人

で
前
年
同
期
よ
り
増
加
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
者
数
は
１
万
４
８
５
６
人
で
前
年
同
期
に
比

べ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も

の
を
除
い
て
も
前
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
業
に
お
い
て
は
、
技
術
者
や
技
能
労
働

者
の
不
足
や
高
齢
化
と
併
せ
て
、
作
業
者
の
多

様
化
の
進
展
な
ど
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た

多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
る
中
、
近
年
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
工
事
を
始
め
、
国
民
生
活
を
守
る
た

め
の
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策

及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
度
末

は
完
工
時
期
と
な
る
工
事
が
増
加
す
る
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
輻
輳
し
、
労
働
災
害
発
生

リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
た
店
社

及
び
現
場
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
そ
の

結
果
に
基
づ
く
対
策
の
確
実
な
実
施
、
国
際
基

準
に
も
対
応
し
た
「
建
設
業
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
ニ
ュ
ー
コ
ス
モ
ス
及

び
コ
ン
パ
ク
ト
コ
ス
モ
ス
）」
の
導
入
・
定
着
、

各
種
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
、「
建
災
防
方
式

健
康
Ｋ
Ｙ
と
無
記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
の

展
開
に
よ
る
建
設
現
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
こ
れ
に
基
づ
く
職
場
環
境
改
善
、

「
新
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」
を
活
用
し
た
安
全

衛
生
活
動
等
、
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
実
施
要

領
を
踏
ま
え
、
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
関
係
者
及
び
店
社
と
作
業
所
が
一
体

と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
活
動
を
積
極
的
に

展
開
さ
れ
、
無
事
故
・
無
災
害
で
新
年
度
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
２
月令和４年３月１日～３月31日

建災防ニュース　　　　　　　　建設業年度末労働災害防止強調月間

災
害
ゼ
ロ
の

災
害
ゼ
ロ
の 

安
全
な
職
場
の

安
全
な
職
場
の 

実

現

へ

実

現

へ
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近道・省略行為等の禁止

特別教育の実施

フルハーネス型安全帯

重　点　事　項

1　経営トップ等による年度末現場点検の実施
2　墜落・転落災害の防止
3　建設機械・クレーン等
　　災害の防止
4　倒壊・崩壊災害の防止
5　飛来・落下による
　　公衆災害の防止
6　交通労働災害の防止
7　火災・爆発等災害の防止
8　転倒災害の防止
9 不安全行動による
　　災害の防止
10　安全衛生教育の推進
11　職業性疾病の防止
12　化学物質に関するリスクアセスメントの実施
13　現場におけるメンタルヘルス対策の推進
14　健康障害防止対策の充実

令
和
３
年
の

労
働
災
害
発
生
状
況

（
１
月
〜
11
月
・
速
報
値
）

※上記の「三大災害の発生状況」は、「建設業における死亡災害発生状況（起因物・事故の型、令和３年１月～11月・速報値）」より作成しています。
「墜落・転落災害」と「崩壊・倒壊災害」の件数は事故の型別の分類ですが、「建設機械・クレーン等災害」の件数は起因物による分類です。その
ため、「建設機械・クレーン等災害」のデータには15人の「墜落・転落災害」の件数が重複計上されています。

建設業労働災害防止協会
会長　今井　雅則

■
主
催
：
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

年
度
末
の
３
月
は
、
公
共
工
事
を
含
め
多
く
の
工
事
が
完
工
時
期
を
迎
え
繁

忙
度
が
増
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
輻
輳
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
労
働
災
害
防

止
を
図
る
上
で
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
協

会
は
会
員
各
位
と
と
も
に
こ
の
時
期
の
建
設
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
を

目
的
と
し
て
、
「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
」
を
展
開
す
る
。

経
営
ト
ッ
プ
、
店
社
及
び
建
設
現
場
の
管
理
者
等
の
関
係
者
は
一
層
の
安
全

衛
生
水
準
の
向
上
を
目
指
し
、
店
社
と
作
業
所
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
労

働
災
害
防
止
活
動
の
強
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

令
和
３
年
度
の
「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害

防
止
強
調
月
間
」
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
規
感
染
者
数
は
第
５
波
を
大
き
く
超
え
る

等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
中
で
も
建
設
現
場
の
安
全
衛
生
確
保

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
会
員
各
位
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
当
協
会
で
は
年
度
末
の
労
働
災
害
防

止
を
目
的
と
し
て
、
３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

を「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
」

と
定
め
、
会
員
各
位
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を

盛
り
込
ん
だ
本
実
施
要
領
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。建

設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
会
員
各
位

を
は
じ
め
関
係
者
の
熱
心
な
取
組
に
よ
り
長
期

的
に
は
減
少
し
て
お
り
、
一
昨
年
の
死
亡
災
害

の
発
生
件
数
は
過
去
最
少
の
２
５
８
人
と
な
っ

た
も
の
の
、
全
産
業
に
占
め
る
割
合
は
32
・
２

％
と
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一

方
、令
和
４
年
１
月
現
在
の
速
報
値
を
見
る
と
、

令
和
３
年
の
建
設
業
の
死
亡
者
数
は
２
７
４
人

で
前
年
同
期
よ
り
増
加
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
者
数
は
１
万
４
８
５
６
人
で
前
年
同
期
に
比

べ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も

の
を
除
い
て
も
前
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
業
に
お
い
て
は
、
技
術
者
や
技
能
労
働

者
の
不
足
や
高
齢
化
と
併
せ
て
、
作
業
者
の
多

様
化
の
進
展
な
ど
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た

多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
る
中
、
近
年
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
工
事
を
始
め
、
国
民
生
活
を
守
る
た

め
の
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策

及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
度
末

は
完
工
時
期
と
な
る
工
事
が
増
加
す
る
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
輻
輳
し
、
労
働
災
害
発
生

リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
た
店
社

及
び
現
場
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
そ
の

結
果
に
基
づ
く
対
策
の
確
実
な
実
施
、
国
際
基

準
に
も
対
応
し
た
「
建
設
業
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
ニ
ュ
ー
コ
ス
モ
ス
及

び
コ
ン
パ
ク
ト
コ
ス
モ
ス
）」
の
導
入
・
定
着
、

各
種
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
、「
建
災
防
方
式

健
康
Ｋ
Ｙ
と
無
記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
の

展
開
に
よ
る
建
設
現
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
こ
れ
に
基
づ
く
職
場
環
境
改
善
、

「
新
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」
を
活
用
し
た
安
全

衛
生
活
動
等
、
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
実
施
要

領
を
踏
ま
え
、
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
関
係
者
及
び
店
社
と
作
業
所
が
一
体

と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
活
動
を
積
極
的
に

展
開
さ
れ
、
無
事
故
・
無
災
害
で
新
年
度
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
２
月令和４年３月１日～３月31日

建災防ニュース　　　　　　　　建設業年度末労働災害防止強調月間

災
害
ゼ
ロ
の

災
害
ゼ
ロ
の 

安
全
な
職
場
の

安
全
な
職
場
の 

実

現

へ

実

現

へ
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事業スケジ ュールの想定事業スケジ ュールの想定

５
年
度
か
ら
校
舎
等
の
改
修
予
定

５
年
度
か
ら
校
舎
等
の
改
修
予
定

　

吉
野
町
は
、
吉
野
小
学

校
・
吉
野
北
小
学
校
が
小

中
一
貫
校
の
開
校
に
伴
い

閉
校
と
な
る
こ
と
か
ら
、

跡
地
の
地
活
用
に
向
け
た

方
針
を
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
吉
野
小
学
校
・

吉
野
北
小
学
校
跡
地
利
活

用
方
針
（
案
）」
を
作
成

し
た
。
利
活
用
方
針（
案
）

に
対
す
る
意
見
を
２
月
16

日
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

利
活
用
方
針
（
案
）
は
▽

町
役
場
▽
吉
野
病
院
▽
中

央
公
民
館
▽
吉
野
運
動
公

園
体
育
館
▽
健
や
か
一
番

館
▽
役
場
飯
貝
庁
舎
で
閲

覧
に
供
す
る
他
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て

い
る
。
意
見
は
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・
持

参
で
受
け
付
け
て
お
り
、

担
当
は
政
策
戦
略
課
（
電

話
０
７
４
６
―
３
２
―
３

０
８
１
）。

　

近
畿
地
方
整
備
局
河
川

部
は
、「
淀
川
水
系
他
水

利
用
調
査
業
務
」
に
簡
易

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

適
用
し
て
２
月
４
日
に
公

示
し
た
。
参
加
表
明
書
を

２
月
14
日
ま
で
、
技
術
提

案
書
を
３
月
11
日
ま
で
受

け
付
け
る
。
説
明
書
等
は

２
月
14
日
ま
で
交
付
す
る
。

　

業
務
は
、
管
内
各
水
系

の
渇
水
に
関
す
る
調
査
・

分
析
を
行
う
と
と
も
に
、

淀
川
水
系
に
お
け
る
水
利

用
調
整
方
法
に
つ
い
て
基

礎
資
料
を
作
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
主
な
業

務
内
容
は
①
計
画
準
備
②

既
存
資
料
の
と
り
ま
と
め

③
近
畿
管
内
に
お
け
る
近

年
の
渇
水
に
関
す
る
調

近
畿
地
整
河
川
部 小

学
校
跡
地
利
活
用
方
針（
案
）

小
学
校
跡
地
利
活
用
方
針（
案
）

吉 野 町２月１４日まで参加受付２月１４日まで参加受付
淀川水系他水利用調査業務淀川水系他水利用調査業務

　

利
活
用
方
針（
案
）は
、

吉
野
小
学
校
・
吉
野
北
小

学
校
は
閉
校
後
も
貴
重
な

町
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
や
地
域
経
済
の
発

展
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
推
進
等
の
為
、
民
間

活
力
の
導
入
も
含
め
て
学

校
跡
地
の
有
効
活
用
に
向

け
た
検
討
を
行
い
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
と
の

考
え
か
ら
作
成
し
た
も
の
。

　

利
活
用
の
対
象
と
な
る

吉
野
小
学
校
は
上
市
２
２

９
８
に
位
置
し
、
敷
地
面

積
１
万
８
１
８
１
平
方
㍍

（
建
物
敷
地
６
６
２
２
平

方
㍍
、
運
動
場
１
万
１
５

５
９
平
方
㍍
）。
い
ず
れ

の
建
物
も
50
年
以
上
が
経

過
し
て
お
り
老
朽
化
し
て

い
る
が
、
耐
震
改
修
は
完

了
し
て
い
る
。
周
囲
に
は

公
共
施
設
等
が
あ
り
、
鉄

道
駅
か
ら
も
近
く
利
便
性

の
高
い
位
置
に
あ
る
。
ま

た
、
吉
野
川
に
隣
接
し
、

準
工
業
地
域
に
立
地
し
て

い
る
為
、
多
様
な
用
途
で

活
用
で
き
る
が
県
立
吉
野

川
津
風
呂
自
然
公
園
普
通

地
域
内
に
立
地
し
て
い
る

為
、
一
定
規
模
を
超
え
る

建
築
物
を
新
築
・
改
築
・

増
築
す
る
場
合
に
は
、
届

出
が
必
要
と
な
る
。

　

吉
野
北
小
学
校
は
平
尾

87
に
位
置
し
、
敷
地
面
積

１
万
１
９
０
７
平
方
㍍

（
建
物
敷
地
５
２
５
７
平

方
㍍
、
運
動
場
６
６
５
０

平
方
㍍
）、
北
館
は
築
40

が
経
過
し
て
い
る
も
の
の

耐
震
補
強
は
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
南
館
・
体
育

館
は
築
20
年
未
満
で
比
較

的
新
し
い
建
物
。
近
傍
に

は
吉
野
運
動
公
園
や
「
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」
の

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

の
会
場
と
し
て
使
用
す
る

津
風
呂
湖
が
あ
る
。
し
か

し
、
小
学
校
は
市
街
化
調

整
区
域
に
あ
る
為
、
開
発

行
為
や
建
築
行
為
が
制
限

さ
れ
て
お
り
、
土
石
流
警

戒
区
域
に
位
置
す
る
為
、

が
け
崩
れ
等
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
敷
地
。

　

利
活
用
方
針
（
案
）
で

は
、
３
つ
の
跡
地
活
用
の

方
向
性
（
①
民
間
に
よ
る

利
活
用
を
優
先
的
に
検
討

②
学
校
跡
地
の
地
域
特
性

に
応
じ
た
利
活
用
③
地
域

住
民
等
の
継
続
的
な
利

用
）
を
設
定
。
地
域
の
活

性
化
や
賑
わ
い
形
成
、
新

た
な
雇
用
創
出
に
よ
る
地

域
活
力
の
創
造
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
費
の
軽
減

等
の
観
点
か
ら
、
民
間
に

よ
る
学
校
跡
地
の
利
活
用

の
可
能
性
を
優
先
的
に
検

討
し
可
能
な
限
り
民
間
活

力
を
導
入
し
た
事
業
の
実

施
を
検
討
す
る
方
針
。
事

業
期
間
は
、
20
年
を
希
望

す
る
意
見
が
最
も
多
か
っ

た
こ
と
や
校
舎
等
が
50
年

以
上
経
過
し
て
お
り
長
期

の
利
用
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
20
年
程
度
と
し
た
。

　

跡
地
活
用
に
お
い
て
公

共
施
設
を
整
備
・
運
営
す

る
場
合
の
事
業
手
法
は
Ｄ

Ｂ
方
式
や
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
Ｒ
Ｏ
方
式
）
が

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
。

現
時
点
で
の
小
学
校
跡
地

利
活
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
は
４
年
度
に
両
小
学
校

閉
校
後
に
民
間
事
業
者
を

公
募
・
選
定
し
利
活
用
を

検
討
、
５
年
度
〜
６
年
度

に
は
活
用
す
る
部
分
の
校

舎
等
の
改
修
を
実
施
し
、

７
年
度
か
ら
学
校
跡
地
の

利
活
用
を
開
始
す
る
予

定
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
を

踏
ま
え
た
両
校
の
利
活
用

方
針（
案
）は
次
の
通
り
。

　
【
吉
野
小
学
校
】

　
「
地
域
活
力
創
造
地
区
」

と
し
て
地
域
の
賑
わ
い
創

出
や
活
性
化
、
利
便
性
や

魅
力
の
向
上
等
に
資
す
る

利
活
用
を
前
提
に
、
具
体

的
な
活
用
内
容
は
民
間
の

提
案
に
よ
り
決
定
す
る
。

ま
た
、
現
在
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

避
難
所
機
能
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
方
針
。
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
学
校
用
地

や
校
舎
等
の
売
却
は
せ
ず

に
土
地
賃
貸
借
ま
た
は
事

業
用
定
期
借
地
権
に
よ
る

貸
付
と
な
る
。

　

活
用
の
対
象
と
な
る
の

は
学
校
敷
地
全
体
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
新
た
に
施
設

を
建
築
す
る
こ
と
が
可

能
。
ま
た
、校
舎
を
解
体
・

撤
去
し
て
民
間
施
設
を
新

築
す
る
場
合
は
、
諸
費
用

は
事
業
者
負
担
と
な
る
。

　
【
吉
野
北
小
学
校
】

　

吉
野
北
小
学
校
も
「
地

域
活
力
創
造
地
区
」
に
位

置
し
、
町
内
外
の
人
と
の

交
流
拠
点
や
地
域
の
防

災
・
安
全
の
創
出
等
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
施

設
の
新
築
や
改
修
、
用
途

変
更
を
伴
わ
な
い
範
囲
で

の
利
活
用
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
り
民
間
主
導

で
の
新
築
や
改
築
等
の
要

件
が
限
定
的
に
な
る
こ
と

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
一
時

的
な
利
用
を
含
め
た
法
令

の
範
囲
内
で
利
用
で
き
る

用
途
と
し
て
主
に
公
共
に

よ
る
利
活
用
を
検
討
す
る

方
針
。

査
・
分
析
④
淀
川
水
系
に

お
け
る
渇
水
時
の
水
利
用

調
整
方
法
⑤
報
告
書
作

成
。委
託
期
間
12
月
28
日
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
の
い

ず
れ
か
で
、
近
畿
地
方
整

備
局
（
港
湾
空
港
関
係
を

除
く
）に
お
け
る
令
和
３
・

４
年
度
土
木
関
係
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係

る
一
般
競
争（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
―
な
ど
。
申

込
先
及
び
交
付
場
所
は
近

畿
地
方
整
備
局
総
務
部
契

約
課
契
約
第
二
係
（
電
話

０
６
―
６
９
４
２
―
１
１

４
１
）。

斑

鳩

町

４月中旬に事業者決定４月中旬に事業者決定
防災行政無線システム整備防災行政無線システム整備

　

斑
鳩
町
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
斑
鳩
町
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
」
を
公

告
、
参
加
表
明
書
の
提
出

期
限
が
２
月
25
日
、
提
案

書
等
の
提
出
期
限
が
３
月

18
日
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
４

月
上
旬
に
実
施
し
、
４
月

中
旬
に
事
業
者
を
決
定
す

る
予
定
。

　

同
業
務
は
、
老
朽
化
し

た
サ
イ
レ
ン
や
有
線
放
送

設
備
の
更
新
を
行
い
専
門

的
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

豊
富
な
事
業
者
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
で
、
設
備
の

充
実
や
難
聴
地
区
の
課
題

解
決
等
を
防
災
行
政
無
線

の
整
備
に
よ
っ
て
実
施
す

る
と
と
も
に
将
来
的
に
も

拡
張
性
・
汎
用
性
の
高
い

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。

　

参
加
資
格
は
▽
令
和
３

年
度
斑
鳩
町
競
争
入
札
参

加
資
格
に
お
い
て
、
電
気

通
信
工
事
業
に
登
録
▽
過

去
10
年
以
内
に
日
本
国
内

に
お
い
て
２
億
円
以
上
の

規
模
の
同
種
工
事
の
元
請

完
工
実
績
を
有
し
て
い
る

こ
と
―
な
ど
。
担
当
は
安

全
安
心
課
（
電
話
０
７
４

５
―
７
４
―
１
０
０
１
）。

委
託
期
間
は
５
年
３
月
27

日
、
応
募
価
格
は
２
億
６

０
０
０
万
円
込
が
上
限
。

　

主
な
整
備
内
容
は
親
局

設
備
１
式
、
遠
隔
制
御
局

設
備
１
式
、
屋
外
拡
声
子

局
設
備
13
ヵ
所
（
庁
舎
屋

上
、
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン

７
ヵ
所
含
む
）、
戸
別
受

信
機
（
令
和
５
年
度
以

降
）、そ
の
他
独
自
提
案
。

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
詳

細
な
電
波
伝
搬
調
査
や
現

地
調
査
等
を
実
施
し
、
既

設
設
備
の
再
利
用
補
強
・

補
修
及
び
子
局
の
適
正
配

置
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
将
来
拡
声
子
局
の
増

設
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

町
内
全
域
の
難
聴
地
域
解

消
を
考
慮
し
た
調
査
設
計

を
行
う
。
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